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本日の会議に付した事件 

 議事日程（第１号）に同じ 

                                           

午前１０時００分 開 会 

議長（細川運一君） おはようございます。 

    ただいまの出席議員は12名であります。定足数に達しますので、これより令和４年第

２回大衡村議会定例会第２日目の会議を開きます。 

    本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

                                           

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（細川運一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

    会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、３番石川 敏君、４番小川ひろ

みさんを指名いたします。 

                                           

  日程第２ 一般質問 

議長（細川運一君） 日程第２、一般質問を昨日に引き続き行います。 

    一般質問は通告順に発言を許します。 

    通告順４番、赤間しづ江さん。 

５番（赤間しづ江君） 通告４番、赤間しづ江です。 

    私は女性に優しい支援策の取組について村長に伺うものです。 

    男女共同参画社会基本法が1999年に施行されて、今年で23年になります。村ではこの

間、共同参画セミナーや講座を開催したり参画フォーラム通信かぜを発行して参画社会

実現を目指して啓発に努めてまいりました。令和３年度に住民アンケート結果を基にし

た男女共同参画計画検討委員会によりまとめられた大衡村男女共同参画プランが今年３

月に策定されました。計画期間は令和４年度から令和８年度までの５か年間、基本目標

がこの中に10項目挙げられています。そして、目標値も設定されています。これを触れ

てみたいと思います。 

    主な基本目標の中には審議会における女性委員の割合30％を目指す。男女共同参画に

関する講座講演会の開催、それから児童生徒に対する思春期保健健康づくりに関する啓

発活動、女性の自治体会長の人数とか女性防災リーダーの人数、主な中から拾ってみま
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すとこういった項目について指標、目標値を示して計画が進められようとしています。

令和４年度はこの計画に基づく実質事業の取組がスタートすることになります。今回の

私の質問は社会の構成員の半数を占める女性への理解をさらに深めてもらうために、中

でも女性に優しい支援策の取組をどう進める考えなのかお聞きしたいと思います。 

    まず１つ目です。男女共同参画事業に関して実施計画の中に研修会、令和４年度は研

修会、ＰＲ活動とあります。予算額18万3,000円、その内容や方法について具体的にど

のように進める考えなのか伺います。 

    項目の２点目です。コロナ禍で顕在化した生理の貧困について広く知られるようにな

って１年数か月余りたちました。これは貧困だけの問題ではない状況が分かってきまし

た。特に体が大人へと変化する大事な時期の小学生中学生の時期、大衡村の教育現場で

の対応の状況はどうなっているのでしょうか。小学校中学校児童館多目的図書室等が関

係する施設になると思いますが、この現状をお聞きいたします。 

    質問項目の３点目です。思春期の子供たちです。児童生徒のプライバシー、心理的負

担に配慮された状況になっているのかどうかについてもお尋ねをいたします。 

    項目の４点目です。生理の貧困の問題について国の内閣府男女共同参画局は異常な速

さで県担当部局、それから県教委に通達を出しています。内閣府男女共同参画局から県

知事宛て地方女性活躍推進交付金、このお金をセットでという進め方でございました。

大衡村としてこの問題についてどのように検討し、どう取り組むお考えなのかを伺いま

す。 

    質問項目の５点目です。これは子育て支援や産後うつ対策にもつながることかと思わ

れます。あるいは虐待という深刻な問題にも走ることがないように子育ての環境の整備

として公共の場に授乳着替え、あるいはまた一息つけるフリースペースなどを設ける考

えはありませんか。村長の考えを伺います。 

議長（細川運一君） 村長、登壇願います。 

村長（萩原達雄君） まずもって、おはようございます。 

    今日も一般質問ということで、今日のトップバッターの赤間しづ江議員の一般質問に

お答えをしたいと思います。 

    女性に優しい支援策の取組についての質問でありますが、その中の②及び③の学校関

係については教育長より答弁させますので、よろしくお願いを申し上げます。 

    まず１点目の今年度の共同参画事業として研修会、ＰＲ活動とあるがどのような内容
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を考えているかとの質問でありますが、令和４年度は女性に優しい防災推進事業として

意識啓発のための防災実践講座を県との共同共催事業で開催することとしております。

この事業は女性参画の割合が低いと言われている災害対応について、男女共同参画の視

点を取り入れることで女性視点の意見が反映され、自主防災組織力の向上を目的とした

事業で、現在宮城県防災推進課と県の委託先企業との初回打合せを行った段階ではあり

ますが、具体的な事業内容といたしましては講演会やワークショップ、訓練演習などを

通し課題の共有や合意形成を図ることを予定しております。また、この事業と併せて男

女共同参画の普及啓発を図るため男女共同参画パネルキャラバンも計画しております。 

    次に４点目の生理の貧困の問題についてでありますが、その状況を調査し支援を強化

する考えはあるかというご質問でありますが、コロナ禍において顕在化した生理の貧困

については国も女性の心身の健康等に及ぼす影響に関する調査を行い、結果を公表して

おります。また、今年度においては市町村を通じて子供の貧困の実態調査を行うことと

しており、村といたしましても調査に関わることから生活困窮の状況把握に努め、今後

の貧困対策について検討してまいりたいと考えております。現在のところは昨年度より

福祉センターのトイレに生理用品を備え付けており、まずは対応できるところから始め

ている状況であります。 

    次に５点目の公共の場にフリースペースを設けてはどうかとのご質問でありますが、

現在役場庁舎１階ロビーには来庁された方が休憩できるスペースを設けているほか、ト

イレ前にはおむつ交換台を設置し住民の方に利用していただいておりますが、授乳室や

着替えのためのスペースにつきましては整備されていない状況であります。昨年、宮城

県では授乳室等に関する県民アンケートを実施しており、保護者の約７割が外出先で授

乳室がなく困ったことがあると回答しております。また、事業者側からも約８割が授乳

室の必要性を認識しているものの場所の確保や費用負担を課題に挙げていることが分か

っているところであります。本村においても授乳室等の必要性を感じながらも、役場庁

舎１階ロビーには当該施設を設置するスペースが確保できない状況にあるなど、各施設

においても場所の確保が一番の課題となっております。しかし、子育てがしやすい環境

づくりの一環として子供連れでも安心して出かけられるよう、施設の改善を図ることが

重要であると認識しておりますので、簡易型授乳室等の活用など少ないスペースでも設

置できるような工夫をしながら整備に努めてまいりたいとこのように考えておるところ

であります。 



 ５ 

    次に、教育長に答弁させます。 

議長（細川運一君） 教育長、登壇願います。 

教育長（齋藤 浩君） おはようございます。 

    ２点目、３点目について答弁をさせていただきます。 

    次に、２点目のコロナ禍で顕在化した生理の貧困問題は社会の様々な背景を浮き彫り

にした。教育現場における生理用品の児童生徒への対応状況についてはとのご質問です

が、現状においては小中学校児童館及び図書室を設置している多目的施設や公民館のト

イレには生理用品の常備はありません。小中学校においては生理用品を必要とする児童

生徒がいる場合には保健室で養護教諭から提供しております。必要とする児童生徒の中

には様々な不安や悩みを抱えているケースもあり、相談機能の役割も担っている保健室

の養護教諭から提供することで子供たちが抱えている諸課題の早期発見・早期対応につ

ながることもあります。児童館におきましても学校同様に必要とする児童に対しては女

性職員から渡すように配慮しております。しかしながら、生理の貧困については実態の

把握が難しい面もあることから、学校の実態や要望等を踏まえながら今後必要に応じて

提供方法の工夫について検討していきたいと思います。 

    次に３点目の児童生徒のプライバシー、心理的負担に配慮されているかとのご質問で

すが、学校においては男女共同参画の意義について理解を深め、性別にかかわらず多様

な選択を可能にする教育、学習機会の充実に努めているところです。道徳や保健体育、

社会科の授業のほか、日常の学校生活の様々な場面において性に対する正しい知識を身

につけ、個々の児童生徒が自身の自尊感情を高め他者を尊重することの大切さについて

考えを深める場を設定しております。また、村費で生活支援員を小中学校に配置してお

り児童生徒は学級担任や養護教諭のほか、日頃から近くで寄り添っている支援員にも気

軽に相談できる体制を整えています。相談内容につきましてはプライバシーに配慮し必

要に応じて相談者の了解を得た上でスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカ

ーにつなげ、子供たちが安心して生活できるようにしております。また、生理用品の提

供につきましては養護教諭や対応する女性職員が児童生徒のプライバシーの確保と心理

的負担にならないよう十分に配慮して対応しております。 

    答弁については以上でございます。 

議長（細川運一君） 赤間しづ江さん。 

５番（赤間しづ江君） 質問項目の１番目です。男女共同参画事業初年度の令和４年度事業に
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関して、プランを作成した年ということもあって県との連携事業防災実践講座を進めよ

うとしておりますし、それから男女共同参画のパネルキャラバンというこういった事業

の取組も既に計画にあるようでございます。さすがに今までどうしても先細りだった事

業の推進とは違った形で動き出しているんだなという感じをしております。今回の男女

計画、男女共同参画プランの中で特筆すべきことが書いてあります。それは、多様性。

ＬＧＢＴとか性的少数者に対する多様性という項目が今の時代の変化に合わせて盛り込

まれてきたというのが特徴的なことだと思います。調査によると約１割ぐらいの人がＬ

ＧＢＴ症的少数者としてこの世の中にいらっしゃるという数字が出ております。こうい

うことに関してそういう人たちも住んでいる中でこの共同参画事業は進めなければいけ

ないんだということを考えれば、啓発活動なり何なり非常に力を入れなければいけない

と思いますが、その辺の考え方について伺います。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 男女共同参画社会、これは男女共同参画、何だっけ、髙橋浩之議員が何

年か前に大衡村でうたっているもののさっぱり活動していないみたいなことで非常に危

機感を持って質問されたのを今でも覚えております。そんなところから、大衡村におい

てもその意識の高揚にそのことで気づいたというわけではないんですが、本当にそうだ

なということで大衡村としてもそのことに目を向けるようにずっとなってきたところで

ありました。くしくも、そういったことがあったおかげというわけではありませんが、

くしくも今全国的な問題としてそういったものがクローズアップされるようになりまし

た。大衡村の男女共同の参画の実態といいますか割合といいますか、そういったものも

示されてくるようになりましたけれども、大衡村は男女共同参画の、どうなんだろうね、

これ、評価するとすれば各自治体あるわけでありますけれども、大衡村が特別下がって

いるわけでもないし上がっているわけでもないと私は捉えております。１つ例を挙げれ

ば、各種委員会等々の男女比率というんですか、そういったものも上がってきておりま

す。私、今思えばこれから議案、承認案ですか、人事案件で提案させていただく固定資

産評価委員の選任についてということでありますが、３人とも男性なんです。これから

提案させていただきますが、それを考えたときにあれ、１人ぐらいの女性の人がいても

よかったなと本当にそう今思っているところであります。しかし、それは変えるわけに

はいきませんけれども、この次あたりからは、３年でありますからこの次あたりからは

女性の人もそういった委員になっていただくのも１つの手だなと思っておりました。と
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いうことで、一方民生委員の皆さんはほとんどが女性の方でありまして、これもまたそ

ういった何かしらの事情があってのことだと思いますけれども、男女共同参画でありま

すからいろいろな意味で、あるいは地区の役員の皆さんにしても例えば女性の区長など

というのは今いたんだっけか。そういえば過去にいないね。女性の分館長はいたね、過

去に。ということでいろいろあるんですけれども、そういう感じで大衡村の男女共同参

画はまずまずの状況ではないのかなと。議員の皆さんも３人、２人とおられますし、も

う少しいてもいいんでしょうけれども、そういうことで今後議員仰せのとおり女性の活

躍社会を大衡村でも構築していかなければならないのかなとこんなふうに思っている次

第であります。以上です。 

議長（細川運一君） 赤間しづ江さん。 

５番（赤間しづ江君） 先ほどのＬＧＢＴの数字でございますが、ＬＧＢＴ、性的少数者ＬＧ

ＢＴ総合研究所というのがあるんだそうでして、そこのＬＧＢＴの意識行動調査2019年、

この数字です。約10％、左利きの人と同じぐらいの人がいますよということが去年の

11月７日に発表されていますが、着実に増やしていきたいという目標値も決めているわ

けですから参画社会の実現に向けて村長もいろいろお考えがあるようでございますので、

それに向かって進められたら非常にいい社会になるのかなと思います。共同参画、何を

どうしたらいいか分からないというところもあったと思います。内閣府のホームページ

などを見ますと凝り固まった大人の人たちよりも小中学生あたりに理解できるような副

読本をつくったりしてそれを研修会やセミナーとか、あるいはパンフレットなどもイラ

ストとかグラフを入れて分かりやすくどうぞ利用してくださいという情報が入っており

ます。これからの啓発活動にそういったことも取り込んでみることもいいのではないか

と考えますが、村長のお考えを伺います。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 内閣府のパンフレットというんですか、そういったものを活用して小学

生のあたりからそういったことを広く認識させるような教育をしていければいいのでは

ないかということだと今理解しましたけれども、全くそのとおりだと思います。それは

別にお金もかかるわけでも何でもないし、子供たちにそういったことを植え付けるとい

うんですか、意識させるということについては非常に有効な手段でもあるんだろうと思

いますが、今幼児教育でも私も孫いますけれども、幼児の幼児教育でも何でも男女の隔

てというんですか性的な特徴、性徴というんですか、を感じさせないそんな男の子も女
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の子もそういう教育、あるいは遊びでも何でもそうですけれども、そんなことで過ごし

ているのかなと。ですから、小さいときからそういうことをあまり意識させないという

今教育になっているんだなということを今自分の孫などを見てそう思うようになりまし

たので、ただ、今おっしゃられたように男女共同参画、一番私思ったのは大衡村でも男

女共同参画は面白いんです。面白いというと皆さんに怒られるかもしれませんけれども、

一番私はこれこそ男女共同参画だなと思いました。それは何かというと、村の広報なり

配付物、これをこれまで職員が２時間ぐらい、職員が各課から出てやっていたんです。

区長配布のこれはシルバー人材センターを活用してシルバー人材センターの皆さんに委

託しました。そしてそこに来られて生き生きとして喜々として働くというか働くんです

ね、結局、出ておられるのが男女、男の人も女の人もシルバー人材の人が本当に楽しそ

うにと言ったらちょっと語弊あるかどうか分かりませんが、非常にやりがいを持ってや

っているようなふうに私は、私の目にはそう見えました。すごいなと思いました。あれ

こそが男女共同参画の本当に実践といいますか絵に描いたような光景だなと私は思って

見ていました。そのほかにいろいろ難しい問題は赤間議員篤とご承知だと思いますけれ

ども、大衡村においては先ほど申し上げました高くも低くもないような状況なのかなと

いうふうに認識しているところであります。 

議長（細川運一君） 赤間しづ江さん。 

５番（赤間しづ江君） インターネットでいろいろな情報が取れる時代になっていました。全

国の取組の例などを見てもそういうところからヒントをもらえるところも随分あるなと

感じたものでしたから質問いたしました。 

    次に生理の貧困の問題について質問いたします。女性の生理のこと、これまではとて

もプライベートで大っぴらに話すことはタブーとされてきました。そもそもこの報道が

始まったのは去年の３月です。ですから、１年数か月たちます。この間、多くの自治体

で必要な人に生理用品を配付する取組を実施してきています。政府も先ほどの女性活躍

推進のための交付金措置をして支えてあげます。困った人にはという通達を出していま

して、さらに昨年秋、衆議院の選挙がありましたね。多くの政党が選挙公約に生理の貧

困、この言葉を使うようになって社会的な認知度というのは瞬く間に広がりました。例

えばＮＨＫのおはようにっぽんとか何気なく見ていたんですけれども生理の貧困、私も

あっと思いました。立て続けに今度はクローズアップ現代プラスでも取り上げられ、各

メディアも、あるいは新聞なども生理の貧困という言葉を活字に大きく報道されるよう
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になったんです。これは女子学生がアルバイト、コロナ禍でアルバイトが減って生活に

困っていると生理用品も買えないというところから来た言葉、貧困という言葉はそうい

うことなんだそうですが、これは経済的な理由だけではなく親からネグレクトを受けて

いるとか父子家庭で親に生理のことを言いづらい、そういった様々な背景があることも

分かってきました。生理の貧困という言葉がＳＮＳなどでも瞬く間に拡散し、耳に入る

ようになった。この間、自治体では取りあえず災害備蓄品でストックしているものを配

付したり、あるいは寄附をもらったものを配付したり、予算的な措置で対応したりとそ

ういった輪が広がってきていますし、去年の７月の段階で全国の約３割の自治体が取り

組んでいる。それからさらにこの支援の輪は広がっているはずですから、今はもっとパ

ーセンテージは高いと思います。そして今年の２月、名取市の高校生が新聞に生理の貧

困、認識と対応をという声を寄せています。ちょっと読みますが、先日名取市の中学校

に通う妹が言ったことに驚いた。学校のトイレにナプキンが備えてあり、自由に使える

というのだ。私の高校で同様の取組はない。県内公立学校であっても対応に差がある。

公共施設で生理用品を無償で提供することは問題解決に大きな役割を果たすのではない

かという声を上げております。高校生が実名を挙げて声を上げている。これも画期的な

ことだなと思います。今学校現場では保健の先生かそういうところに申し出て頂くとい

う対応をとっているようですが、それは子供たちが言いに来るということに対する心理

的なそういったものを考えているのかどうか。その辺も伺いたいと思います。 

議長（細川運一君） 教育長。 

教育長（齋藤 浩君） 心理的なところというよりも、まずそういった今現在は小中学校とも

に保健室で養護教諭が渡しているという状況になっております。それにつきましては答

弁書に書いてあるとおり、先ほど赤間議員もおっしゃったように貧困だけではなくネグ

レクトであるとか父子家庭でなかなか相談できないとかそういった問題も裏にはらんで

いるということも多分に想定されるといいますか思うことができますので、そういった

ところの相談機能も備えた形で今のところは養護教諭とか女性職員から渡しているとい

う状況で、そのときになかなか言いにくいとかそういったところの部分についてはどこ

まで現場で気を遣っているかというところについて分かりかねるところはあるんですけ

れども、そういった背景まで一緒に見てそこから支援につなげていくことも含めた対応

をしているということでございます。 

議長（細川運一君） 赤間しづ江さん。 



 １０ 

５番（赤間しづ江君） 公共施設として福祉センターのトイレに設置しているとまずは取組を

始められたようですが、何か声として伺っているコメントがあれば関係部署の方にお伺

いしたいと思います。助かるとか何かそういう声はもらっているんでしょうか。 

議長（細川運一君） 子育て支援室長。 

子育て支援室長（小川純子君） 使われている住民の方からは、今のところ声は聞こえてござ

いません。 

議長（細川運一君） 赤間しづ江さん。 

５番（赤間しづ江君） 利用の状況はどのようにチェックしていらっしゃるんですか。 

議長（細川運一君） 子育て支援室長。 

子育て支援室長（小川純子君） 職員も同じトイレを使わせていただいているので、そのとき

に在庫状況を見てその都度その都度補足というか入れているんですけれども、毎日１個

から２個なくなっている状況のときもあるし全然使われないときもあるんですけれども、

使用頻度は多く見られております。 

議長（細川運一君） 赤間しづ江さん。 

５番（赤間しづ江君） 学校現場の対応についてまた伺いたいと思いますが、まずトイレにと

いうか予算をつけて置いておくということにした場合、使う子供たちがどういうあれを

持つのかその辺辺りを調査したりニーズ調査というんですか、そういうのをするお考え

はありませんか。 

議長（細川運一君） 教育長。 

教育長（齋藤 浩君） 先ほど内閣府のほうでいろいろデータを出しているというお話がござ

いましたけれども、その中にも学校現場においては保健室対応をするところ、またトイ

レに常備するところというところ、いろいろ対応が出てきております。なお、去年の９

月からだったと思いますが、東京都立の学校については常備することにしたということ

で新聞に載ってございました。そのときにどういった置き方がいいのかというのを試験

的にやってみたそうです。その中でよかったという形の方法を最終的にとったというこ

とも載っておりましたので、大衡でもそういった常備をすると、もしなるようであれば

そういったどういった置き方がいいのかといったところを含めてテストというのかちょ

っと分かりませんけれども、学校の現場の中で試行錯誤していただくということが必要

かなと思っております。 

議長（細川運一君） 赤間しづ江さん。 
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５番（赤間しづ江君） またリアルなことを申し上げますけれども、初めて生理を迎える平均

年齢は12歳とあります。平均ですから、けれども早い女の子もいるでしょうしそれを過

ぎた子供も平均で12歳と言われています。月のうち５日から１週間はそういう暮らし、

体の変化で女性、女の子たちは生活をしています。下腹が痛むとかあるいは頭痛がする

生理痛とかとよく言いますけれども、そういうつらい毎日をしているわけです。特に子

供が大人になるためにホルモンバランスが安定していない子供たちというのはいつにな

ったら生理が来るというのが読めない。そういう状況にあるはずです。ですから、その

たびに例えば保健の先生に行くとかそういうことがあったら気持ち的にどうなんだろう

という思いがいたします。したがって、とにかくそういうつらい状況にある大衡の未来

を背負う子供たちに何とか優しい支援の手を伸べさせてあげたらいいのではないかと考

えます。そのためには国の交付金で使えるところはあるとしても、もっと急ぐんだとい

うことであれば当然村の財政的なあれがあるでしょうし、その辺の考え方について村長、

村長、お願いします。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 財政的な考え方と言われましてもどう言ったらいいかな。難しいです。

要するに、その対象者の方に無償で皆配れとこういう話ですか。ではない。だから、学

校とかに備え付ける、今健康福祉課のトイレだけであります。そのほかの学校なり公共

施設等々のトイレ等々に備え付ける。備え付けるのは別に、そんなに多額な経費でもな

いのではないのかなと私なりに、今分かりませんけれども。そのものが値段も私よく分

かりませんので備え付けることはこれは別にやろうと思えばすぐにでもやれると思いま

す。ただ、先ほど教育長が答弁したように、なかなかデリケートな問題も抱えておると

いうこともございますので、教育的な見地からもそういった学校とか全部配置したほう

がベターなのか、それよりもいろいろなネグレクトとか虐待、ヤングケアラー、そうい

ったものも含めた様々な問題の中でそういったことがあるのかということも保健の先生

とかそういった人たちに打ち明ける、ついでに打ち明けるというわけではないんですけ

れども、そういうお話もできるようですよという教育的な見地からそのように答弁した

んだろうと思いますけれども、赤間議員がおっしゃるように公共施設、あるいは学校で

もそこに備え付けることは別に予算上そんなに問題ないのではないかなと私は思ってい

ます。以上です。 

議長（細川運一君） 赤間しづ江さん。 
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５番（赤間しづ江君） 女性の声が生理という部分の扉開けたこの機会にせめて大衡村の思春

期の子供たち、取りあえずそこからつらさ、それを支えてあげるということでぜひ村長、

男女共同参画プラン作成したこの記念の年の事業として男女共同参画事業の１つとして

誇れるあれになるように委員でご検討をいただきたいと思います。女性、全ての女性に

関わることですから、ここを皆さんの配偶者だったりお孫ちゃんだったり娘さんだった

りそういう問題ですから、ぜひ大衡の支援事業の目玉としてこれを機会に本当に前向き

にというよりも強化していただければと思いますが、その辺の考えも伺います。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 先ほど申し上げたとおりでありますが、財政的な問題はそんなに大した、

こんなこと言うと分かりません。精査もしないでそんなこと言っているのかと言われま

すから。そんなに高負担になるとは私は思いませんけれども、財政当局とも検討しなが

ら、そしてまた先ほど申し上げたように教育的見地もありますので、そういったところ

とも連携して赤間議員がおっしゃるような方向、そういったものができるかどうかそう

いうことを検討してまいりたいとこのように思っております。以上です。 

議長（細川運一君） 赤間しづ江さん。 

５番（赤間しづ江君） 去年の災害対応のコロナ禍の災害対応、生理用品の備蓄のことで私触

れた件でもあったものですから、そのとき村長は女性の優しい詮索を強化するというそ

ういう力強い答弁をしております。したがって、ぜひそれを果たしていただければと思

います。進んだからそうですね。様々な機会を捉えてニーズの把握に努め、女性に優し

い支援の強化を図っていくとこのように答弁をしております。ぜひお願いをしたいと思

います。 

    次に最後の質問の項目になります。公共の場にフリースペースということでございま

す。今日１階の庁舎１階のトイレのおむつ替えをしたりするぱたっと倒しておむつ替え

ができるあれが見てまいりました。ちょっと暗いですね。庁舎のあの部分に設置したと

いうことであれなんですが、今の育児休業とかも整備されまして女性が産後８週間過ぎ

たら職場復帰ではない。長い期間授乳期間育児に携わるようになりました。母乳で育て

る方も結構いると聞きます。そうした場合に母乳ですから着ているものをちょっと上げ

なければいけないとか何かそういう状況になります。そうしますと、ここの公共の場で

そういうことができるのはどこかあるかなと考えた場合に、ちょっと無理なんです。村

では簡易のスペース、授乳室等の活用などということも検討なさるような考えでいるん
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ですが、ある程度プライバシーも保ててしかしでも気軽に入っていける場というのは真

剣に考えてほしいと思います。女性の母乳を出すのは子宮を縮める、子宮を収縮させる

作用があるんだそうです。したがって、母乳を赤ちゃんの時期には勧めるということを

私が３番目を産んだときに看護師から言われたことです。保健師と看護師から言われた

ことなんですけれども、そういうことを考えるとそれが外出を妨げたりお母さんの母体

に影響することがあってはならないと思います。気軽に誰にも誰の目も気にすることな

くそういうことが利用できるスペースというのは本気になって考えていただきたいと思

いますが、村長、よろしくお願いします。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 簡易型の授乳室を設置するというのは、赤間議員の質問通告あって早速

そういうものがあるかどうかということも含めて検討するように指示をしたところであ

ります。それまではさっぱり気づかなかったのかという、そう言われればそうかもしれ

ませんけれども、そうではなく議員の皆さんのそういったいろいろなご意見等々が我々

の事業推進にも施策にも反映されるということの１つだと思います。大変ありがとうご

ざいました。 

    そういった意味で、我々冒頭で議員があったように社会を構成する半数は女性であり

ます。ですから、女性を蔑視するなどという気持ちはもちろん私にはありませんけれど

も、今後ますますそういった機運が盛り上がってくるんだろうと思いますので、取りあ

えず大衡村においては簡易的な授乳室の設置、そういったものは前向きに検討しており

ますので、ただ、それだけではなくそれで完結ではないんです。男女共同参画の推進と

いうのは授乳室をつくる、あるいは生理用品を整備したからいいんだというのではなく、

女性の皆さんも本当に胸を張って活躍してみようという気持ち、先ほど申し上げました

けれどもそういった村のシルバー人材ではないんですけれども、シルバー人材センター

の登録する人も女性も多いです。圧倒的とは言いませんけれども、そういった意識、そ

ういうものを大事にしてまいりたいなとこのように思っています。本当にそういった意

味で貴重なご意見、ありがとうございました。終わります。 

議長（細川運一君） 赤間しづ江さん。 

５番（赤間しづ江君） 一つ一つ着実に、例えばナプキンを取りあえずこの施設には置く、そ

ういうことも考える、簡易授乳室も今回の質問をすることによって考えられたというこ

とで大変ありがたく思います。そういう一つ一つの積み重ねが女性に優しい政策の取組
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につながると思いますし、今日今回こういった質問をすることによってこの場は男性の

方が多いですけれども、女性、自分の配偶者だったりそれこそ取り巻く子供さんたちと

か娘さんたちとかお孫さんたち、ひいては自分の将来の息子のお嫁さんになる方のこと

だったりするわけですから、ぜひこれを機会に理解を示していただいて優しくなっても

らいたいし理解もしてほしいと思います。今回生理の貧困ということでインターネット

でかなりいろいろなところを検索しましたし、本当に様々な情報があります。それを見

ただけでも大いに理解につながっていくのではないかと思います。情報のあれというの

は大きいなと思います。女性の声がこじ開けたことだな、生理なんてそんなに簡単に言

える言葉ではないのでそれは今回のコロナ禍によるある意味皮肉ですけれども、成果か

なという感じもいたします。村長、ぜひ女性に優しい支援を強化する言葉を裏切らない

ようにお願いをしたいと思います。最後にお願いします。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） そうですよ、おっしゃるとおりです。私は別に女性に優しくとかではな

く、女性にも男性にも公平な施策、そういったものを心がけようとしておりますので、

もちろん女性に対しても私を産んでくれたのも女性ですから、皆さんもそうですね。大

体女性から産まれてくるわけですから、女性は大切にしなければ駄目だと私は思います

ので、赤間議員のご意見を真摯に受け止めて行政推進に邁進したいとこのように思って

おります。以上です。 

議長（細川運一君） ここで休憩をいたします。 

    再開を11時10分といたします。 

午前１１時００分 休 憩 

                                           

午前１１時１０分 再 開 

議長（細川運一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

    一般質問を続けます。 

    通告順５番、髙橋浩之君。 

８番（髙橋浩之君） 改めて、おはようございます。 

    通告順位５番、髙橋浩之でございます。私は大衡村ホームページについてというタイ

トルで、一問一答方式により質問をいたします。 

    さて、各自治体や企業、商店が開設しているホームページの役割は必要な情報を必要
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なときに分かりやすく提供することが一番重要な目的であり、公告、宣伝、広報、各種

サービスの申込み受付等を住民や利用者に対してオンタイムで提供するアイテムであり

ます。そして、その情報は地球規模に発信され多くの人に知ってもらうきっかけとなっ

ております。まさに大切な顔であり、現在の社会生活に欠くことのできない必要不可欠

の大変大きな存在になっております。 

    それでは振り返って大衡村のホームページを見てみると、その機能を十分に発揮して

いるのでしょうか。さらには、きちんと管理運用しているのか甚だ疑問であります。現

在の大衡村ホームページは令和２年度に約1,000万円をかけて全面的にリニューアルを

しました。また、年間198万円のウェブ保守を管理会社に業務委託して運用しておりま

す。しかし、正直魅力に欠けるホームページであると感じているのは私だけではありま

せん。同様のご意見を多くの方々からもお聞きしております。村長にその声は届いてお

りますでしょうか。届いているのなら、執行部としてその原因は何なのか調査している

のでしょうか。そして、その対策は取っておられるのかお伺いしたいと思います。 

    大衡村を知っていただくための第一歩が大衡村ホームページであります。多くの改善

点はあると思いますが、一つ一つ修正をして皆さんに分かりやすく楽しんで見ていただ

く努力をぜひすべきだと思います。村長はどのように感じているのかお伺いします。 

議長（細川運一君） 村長、登壇願います。 

村長（萩原達雄君） 髙橋浩之議員の一般質問にお答えしたいと思います。 

    大衡村ホームページについてのというタイトルでのご質問でありますが、現在のホー

ムページは誰もが利用しやすく情報が検索しやすくなるように令和２年度に全面リニュ

ーアルしたところでありますが、利用された方や役場庁内からもその後の改善点等の意

見が寄せられ、その都度修正改善を加えてきたところであります。具体的には情報を掲

載する際の権限を担当課の企画財政課から各課へ変更するなどしてできるだけ速やかな

情報発信ができるように改善しております。なお、検索しづらく目的のページにたどり

着くまで時間を要するなど様々な課題がまだありますし、機能の活用については牛野ダ

ムキャンプ場の予約にアンケートを機能を活用しておりますが、まだまだカレンダー機

能をはじめあまり活用されていない機能もありますので、担当課だけではなく庁内等か

ら広く意見を集約し、有効に活用してまいりたいと考えている次第であります。 

    これまでは様々な課題等に対応し専従ではない職員が少しずつ改善等の対応をしてま

いりましたが、まだまだ十分でないのが現状であります。今後は議員がおっしゃいます
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とおり、一つ一つ改善等を加え利用される方にとって分かりやすくそして魅力あるホー

ムページにしていきたいとこのように考えております。以上であります。 

議長（細川運一君） 髙橋浩之君。 

８番（髙橋浩之君） 単刀直入にお伺いしますけれども、村長は大衡村のホームページをどの

ぐらいの頻度で見ているでしょうか。毎日ですか、それともたまにですか、それとも必

要に応じてとかあるいはどのような感じでホームページをご覧になっているのか、まず

その頻度なり内容等をお伺いしたいと思います。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 必要に応じてということだと思います。 

議長（細川運一君） 髙橋浩之君。 

８番（髙橋浩之君） 私が今回なぜこのテーマでもって一般質問をするかということになった

かという経緯をお話しさせていただきます。２月に行った令和３年度定期監査のときに、

大衡村ホームページについても監査をいたしました。そのときに担当課長にも聞き取り

調査を行っておりますし、その場で私が感じている問題点を指摘しておりました。例え

ば情報の更新が遅く検索もしづらい点、中には更新がされずリニューアルされた当時の

ままの情報がそのまま掲載されていた項目もありました。また、毎月広報おおひらを発

行しておりますけれども、紙面上で掲載し切れなかった写真や情報をホームページのイ

ベントカレンダーやトピックスにも掲載するなど、広報と連動すべきではないかとも提

言しております。このことは令和３年度定期監査報告書の中にも監査の所見として記載

しておりましたので、村長もご認識されていると思います。さらには、４月の例月監査

のときにも担当課長を呼んでホームページのトップの写真に、４月20日です、ひな人形

の動画を堂々とトップにアップされておりました。これはどういうことなんですかとお

伺いしました。その後の経過措置についても確認したところでございます。 

    結論から言わせてもらえれば、監査委員としての提言の多くがスルーされているとい

う、私は感覚をいただきました。村長はこのことについてどう思われますか。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） そういう監査委員としての、今髙橋議員は監査委員もやっておられます

ので指摘した事項について何ら手を加えたような形跡がないということでの、多分お怒

りの今メッセージを発しておられるんだなと思っております。しかし、どのようにこの

内容が、具体的にどのように構成したらいいのかという具体的に職員も多分どうなんで
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しょう、これ。ＮＴＴ何とかかんとかソリューションズだかなんとかというところに

980万円、年間はそうでしょう。最初は980万円でリニューアルしたんです。そういう専

門のところに発注かけてやっているんだから何も問題ないんだという先入観が職員の中

にあるのではないのかなと私は思っています。それがどういうところが駄目なのか、ど

うしたらいいのかということを具体的に指摘していただいて、議員の皆様方であります

からそういったものを示していただければそれを改善する、それは当然当たり前の話で

ありますから、よろしくお願いしたいと思います。決して監査委員を無視しているわけ

ではございません、軽視しているわけではございません。 

議長（細川運一君） 髙橋浩之君。 

８番（髙橋浩之君） 現在、大衡村議会は全員タブレットを貸与されておりますし、執行部側

もタブレットを持っております。ですから、今現在ホームページを見る気であればすぐ

見ることが可能だと思われますので、一応今村長から具体的にというご指摘もございま

したが、私の考える、これは私個人の意見ですのでほかの方から聞けばほかのご意見が

出てくると思いますので、それは私の意見として今これから何点か申し上げますけれど

も、その点はご了承、ご理解いただきたいと思います。 

    ホームページをもし見る気があるのであれば見てください。根本的に字が小さい。私、

老眼とか何かで近視ですので見ようと思うと拡大しなければよく読めない。初め、それ

を拡大することも可能ですけれども何もそこまでしなくて初めから少し字を大きくして

いただければ根本的に文字が小さい。そして新着情報の更新が遅い。知りたい情報がな

い。例えば、５月９日からクールビズになりましたね、大衡村。その情報が一言もない。

例えば大衡村に来る方が大衡村どうなっているんだと見たとき、ホームページを見れば

大衡村５月頭に５月９日から大衡村はクールビズですとなればネクタイしなくてもいい

んです。そういう情報がない。あるいはシルバー人材センターの事業、学校行事、この

前小学校で運動会ありました。その前は広報にも載っていますけれども田植をしました。

中学校で修学旅行ありました。そういうことがありましたということを一言でも掲載さ

れていますか。そういうことがないんです。そういうちょっとした情報を提供していた

だければ住民サービスになるのではないでしょうか。あるいは各種支援事業、農業、商

業、定住促進、新エネルギー、あるいはコロナに関する情報、そういうことをすぐぽん

と開けるような情報を提供すべきだと思うんです。農業支援いろいろやっています。そ

れを検索しようと思ってもホームページからすぐ出せないんです。そして、ライフイベ
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ントのアイコンありますよね。例えば妊娠出産子育て、その次に入園入学とありますけ

れども年に１回しかない事業、入園入学のアイコンがぽんとあるということはここを例

えば学校にするなりしたら学校行事の何か先ほど運動会だ、田植だ、修学旅行だという

情報をそこからぽんと出せます。年に１回しかない入園入学が何でここにどんとあるん

ですか。就職退職、結婚、高齢者福祉、これは福祉だからいいです。お悔やみなどは

2021年が12月に更新されてから何もされていません。これでは全然せっかくのアイコン、

そういう目印が無駄だしもったいない。村長の答弁では各課に責任を持たせて更新を任

せているというのであれば、そのアイコン一つ一つを各課に分担させてこのページ、ア

イコンは何課ですという情報を提供する責務を負わせるべきだと思うんです。 

    あと万葉時間の写真とありますけれども、私も自分の写真も掲載されていたので見た

んですけれども、これはスマホ百景の写真なんです、多くが。そういうことが全然ない。

この写真はスマホ百景展で入賞しましたとか、それに投稿者は全部コメント入れている

はずなんです。その一言一言のその写真についてのコメントを投稿者が書いたものを一

緒に掲載してやればとても投稿した人は喜ぶと思うんです。そういう細々としたことを

なぜ全然更新されないというかその機能を果たしていないのかというのが私の根本的な

考えです。ですから、私以外の意見を聞けばまた違ったご意見があると思います。村長

の今のホームページを見てもらって村長のご感想をお伺いしたいと思います。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） まさしく議員がおっしゃることは理解します。各課ごとに、例えば情報

をその都度その都度といいますか更新してするということも当然そういったことが大切

だということも今指摘されましたが、ただ、各課といっても各課にまずその情報発信係

という者がいないと各課の誰がやるのかとお互いに顔を見合わせて誰やるんだと。だか

ら、各課にそういう人を配置しない。そういう係、担当を任命しないのも私の責任であ

ります。ですから、各課にそういった職務分担、そういったものもちゃんと精査しなが

ら誰がそれをするのか。そしてまた、ひとつ大衡村の職員は本当に真面目ないい職員ば

かりであります。そういった意味では私も本当に助けられておりますが、その反面、融

通が利かない。真面目で真っすぐだけれども融通性がちょっと欠けているのかなと。早

い話、遊び心がちょっと、遊び心あまりあったのでも困りますけれども、そういったも

のも必要だなと思います。優秀な職員です、皆さんは、職員は。私が言うのも何ですけ

れども、優秀がゆえにあまりＰＲとかそういったものに欠けているというのではないん
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ですけれども、ちょっとあれなのかな。それは私自身にも言えます。昨日もお話ありま

した。目立ちたがらないがりやです。ということが職員もそういうことなのかなどと思

いながら、もっと目立つように職員にはもっと目立つように鼓舞したいとこのように思

います。 

議長（細川運一君） 髙橋浩之君。 

８番（髙橋浩之君） 今各課、責任を持って更新をしてくださいという意見を申し上げまして、

村長からもそういう話、例えば広報編集、大衡の広報おおひら、あの編集委員というの

は各課にいらっしゃらないんでしょうか。もし、いるのであればその方を兼務させれば

いいことであって、広報おおひらで掲載し切れなかった写真とか情報をホームページに

はいっぱいそのスペースはあるはずなので、それを各課の広報編集委員に兼務させると

いうか任せるという方法もあると思うんですけれども、その辺はどのようにお考えでし

ょうか。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） お話のとおり、各課といいますか編集委員という広報編集の際の担当は

割り振りあるわけであります。今言われたことを参考にしながら、今後やってまいりた

いとこのように思うところであります。 

議長（細川運一君） 髙橋浩之君。 

８番（髙橋浩之君） ホームページに戻りますけれども、新着情報というのは更新が見ていた

だくと分かるとおり１週間10日全然動かないときが幾らでもあるんです。そういうのを

見ると、大衡村の顔ですから、これは。初めて大衡村を知るためにはホームページが一

番最初の取っかかりです。そのときにそういう新着情報とか何かが全然更新されていな

い、前見たときと同じ。さっき村長は必要に応じてと言ったけれども、必要に応じて全

然画面が変わっていなかったら面白くないと思いませんか。見るたびに新しくなってい

る、何かが変わっているとなればどうなるんだろうと興味も湧くわけですし、そこら辺

のことをもっと理解していただいて、本当に今職員が優秀であるという村長のお話あり

ましたけれども、村長が例えば毎日ホームページを見るというのも仕事の１つだと思っ

てください。そうすれば何か全然変わっていないというのが分かると思います。そうす

れば私からとか何かの言葉よりも村長の言葉が重大な影響力を与えると思いますので、

その辺、もう少し仕事の１つとして村長見ていただければと思うんです。そして、職員

が不慣れであるというか手慣れていないというのであれが、年間198万円のウェブ保守
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を管理会社に業務委託しております。そういう業務委託されている、例えば仕事業務内

容はどういうことになっているのか。村長お分かりでなければ担当課からでもいいです

から説明願います。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 担当よりお答えしたいと思います。なお、今おっしゃられたお話はもっ

ともなご意見だと今感じているところであります。 

議長（細川運一君） 企画財政課長。 

企画財政課長（残間文広君） お答えいたします。 

    年間のホームページのウェブの保守契約の内容ということでございます。内容につき

ましてはシステムのソフトウェアの保守、あとはホームページのソフトでありますＳＮ

Ｓの利用管理の管理業務、そしてＱ＆Ａの対応、あとはウェブのデザイン等の更新の支

援という内容でございます。 

議長（細川運一君） 髙橋浩之君。 

８番（髙橋浩之君） 今提供業務の中のウェブサイトデザイン更新支援ということで、大衡村

ウェブサイト更新構築業務において受託事業者がデザインした箇所を対象に軽微な修正

を実施する作業は月に３件までとするという内容でございました。月に３件も手直しで

きるんです。そうしたら、ここのところ使いづらいとかここのところの直していただけ

ませんかということを頼めば月３件まで直せるんです。逆に月に３件も直せるんです。

そういう提携業務であれば198万円を使っているんですから、年間。そういうことを素

人というか手慣れていない職員であるならぜひそういうところをお伺いして、教えてい

ただくという方法があると思うんですけれどもその辺はどうでしょうか。 

議長（細川運一君） 企画財政課長。 

企画財政課長（残間文広君） ご意見のとおりそのような状況にありまして、昨年度の実績と

いいますかそういった様々な不具合といいますか修正点等ありまして、委託相手先等も

調整をさせていただいております。昨年実績ですけれども、14件ほどやり取りありまし

てその中でいろいろな改善等の質問やら指導等もいただいておるところでございまして、

現時点でもご質問いただいたからということではございませんけれども現時点において

ホームページの課題といいますかそういった点についても課内でも検討しておりまして、

担当も変わったということもありましていろいろ現在その課題等の整理等に努めておる

ところでございます。 
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議長（細川運一君） 髙橋浩之君。 

８番（髙橋浩之君） これは私の主観が多くて今回質問したところもございますけれども、ホ

ームページに対する不満というか意見があるのはそれぞれ一人一人に聞けばみんなそれ

ぞれ持っていると思うんです。ですから、別にアンケートをとってくれとかなんとかは

言いませんけれども、その都度その都度ご意見があったときに可能である、修正が可能

であるとかそういうことができるのであればよりよいものをつくるための努力はぜひし

ていただきたいと私は思っております。本当に地球規模と、見る気であれば地球の裏側

のブラジルからでも見ることも大衡村のホームページ見ることできますし、南極の昭和

基地からも見る気だったら見ることができるんです、今の世の中。そのときに全然更新

がされていない、別なところのホームページものぞいてみたんです。そうしたらライフ

イベントというのがすっかり同じものが別なところにもありました。結局提供業者、提

携業者が同じフォーマットでやっていると思うんです。せめてそこだけでも大衡村独自

の色を出すことによって違いが出てくると思うんです。妊娠出産子育て入園入学、全く

同じ文言が並んでいました。ほかのところ、ちらっと見たところも何かそうすると大衡

村の独自性が何もないんです。そういうところから改善すべきだと私は思うんです。と

にかく時間もまだまだあるんですけれども、大衡村を知ってもらうための第一歩である

ホームページがこのような状況であるのは村長含めて何か職務怠慢、職員全員のある程

度職務怠慢があるのではないかという私は印象を受けたところがありました。担当課の

みならず、全ての課に責任を持ってその修正なり更新をさせて情報を提供していただき

たいと私は思います。大衡村の顔ですからＰＲが村長は上手でないとかと言っています

けれども、大衡村を知ってもらうための第一歩です。私たちも議会で行政視察をこれか

ら行おうとしていますけれども、大衡村が来るといったときに相手先はまず何を見るか

と大衡村のホームページを見ます。そして大衡村の情報を知ろうとします。私たちも行

こうとするところのホームページを見てどういうことをしているのかというのを調査し

てから行きます。そういうことを考えたときにとても大切なツールというかアイテムだ

と私は思います。このままでしておくべきではないと思いますので、時間は全然ありま

すけれども村長最後に考えをお伺いしたいと思います。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 全く髙橋議員のおっしゃるとおりだと私も思います。本当に相手を知る

一つの手っ取り早いツールでもありますから、本当にそういった意味で、あるいは大衡
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村の情報発信、いろいろな今私も見ていますけれども、こんなものではないもっと別な

ことがいっぱいあるのではないのかとおっしゃる意味本当によく分かりました。今後と

いいますかこれから髙橋議員のご意見も大いに取り入れながらよりよいホームページの

構築を目指してまいりたいとこのように考える次第であります。 

議長（細川運一君） 通告順６番、佐藤 貢君。 

11番（佐藤 貢君） 通告順位６番、佐藤 貢です。私は２件通告していますので、通告に従

い一問一答で質問をいたします。 

    １件目は村内の生活道路の整備について質問をいたします。 

    以前に村道以外の農道、あるいは耕作道路、そして生活道路の除雪について一般質問

しておりましたが、今回は地域住民が利用している一般的な生活道路としての整備、維

持管理について質問をいたします。村道に関してはほかの町と比較しても維持管理も行

き届いており、大変よく整備されているという印象を受けておりますが、村道以外の道

路についてはまだまだ未整備な路線が多いのが現状であると思います。そこで次の３点

についてお伺いいたします。 

    １点目は地域住民が日常生活に利用されている生活道路、都市部の生活道路とは多少

の違いはありますが道路法の適用がない公道、俗に言う赤線は維持管理の対象にはなら

ないのか。 

    ２点目として、このような生活道路を日常的に利用している住民の方は若い人が同居

していない高齢者だけの世帯が多く、福祉政策の観点からも行政として何らかの対策を

講じる必要があるのではないかと思いますがその考えはあるのか。 

    ３点目は、積雪による除雪作業として各地区において除雪支援ボランティアの方々が

活動しておりますが、今の作業の状況はどうなのか。 

    以上、この３点について村長の考えをお聞きいたします。 

    次に、２件目として地域おこし協力隊の導入について質問いたします。 

    地域おこし協力隊とは都市圏から地域への協力活動に意欲のある若者を受け入れ、総

務省の財政支援を受けて町村が最長３年間隊員の報酬や住居などの援助を行い、隊員は

集落行事やコミュニティー活動への積極的な参加を通して地域活性化のお手伝いをして

もらうものと言われております。大衡村の地方創生総合戦略の中でも地域おこし協力隊

の活用と明記されておりますが、改めて次の３点についてお伺いいたします。 

    １点目は、地域おこし協力隊による農業支援や地域住民への支援、地場産品の開発や
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各種イベント等の協力などその町の特色を生かした分野で支援協力隊を募集している自

治体が多くなってきております。本村の考えはどうなのかお伺いします。 

    ２点目として、現在村では空き家対策事業を進めていますが、全て担当課の職員だけ

で対応するのには限界があると思います。空き家の実態調査などに協力隊を採用してみ

てはどうでしょうか。 

    ３点目は、一般的に協力隊に要する経費の財政措置はどのような経費が対象になって

いるのか。 

    以上、この３点について村長の考えをお聞きします。よろしくお願いします。 

議長（細川運一君） 村長、登壇願います。 

村長（萩原達雄君） 佐藤 貢副議長の質問にお答えしたいと思います。 

    １件目の村内の生活道路の整備についての一般質問でありますがのにお答えしたいと

思います。まず、その中の１点目。道路法の適用がない公道、通称赤線は村の維持管理

の対象外なのかとのご質問でありますが、道路法の適用がない公道赤線につきましては

地方分権の推進を図るための関係法律の整備等に関する法律が平成12年４月１日に施行

されたことから、平成17年３月まで法定外公共物として国から村へ無償で譲与されてお

ります。これにより、境界確定などの財産管理は村が行っておりますが、除草や敷き砂

利などの維持管理は特定の地域住民の方の利用に限られることから地域の利用者の方々

にお願いしており、村の維持管理の対象外となっております。なお、赤線のうち農道を

兼ねるものについては国の多面的機能支払交付金を活用した地域資源保全会での管理も

可能となっており、また、今年度からは維持管理に必要な砕石を無償で村で支給してお

ります。利用者の負担軽減を図っておるところであります。 

    次に２点目の、利用している世帯は高齢者が多く村としての対応も必要であるとの質

問ですが、愛護活動などと同様に高齢化による維持管理が困難になっていることは承知

しておりますが、赤線は一般交通の用に供している村道とは違って特定の地域住民の

方々が利用されており、かつ箇所数も相当数あることから村での管理は難しいため、今

後も利用者の方々に管理をお願いしたいと考えております。 

    次に３点目の積雪による除雪の現状はとのご質問でありますが、２点目でお答えした

とおり、除雪作業についても利用する地域住民の方々にお願いしております。なお、高

齢者世帯の宅地内の除雪については除雪ボランティア制度により村の支援と併せ地域の

方々にご協力をいただいている現状であります。なお、赤線に係る維持管理については
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高齢世帯の増加に伴う行政課題の一つであると認識しておりますが、一方で人口減少が

進む中、これと反比例して村道等社会インフラの維持管理費については今後ますます費

用が増大することになることを考えますと、今後の対応については慎重に検討しなけれ

ばいけないと考えております。 

    次に２件目の地域おこし協力隊のご質問であります。 

    まず１点目の地域おこし協力隊を募集する考えはとのご質問でありますが、地域おこ

し協力隊は平成21年３月、総務省に置いて要綱が制定されました。都市地域から過疎地

域等に住民票を移動し、一定期間地域に居住して地域ブランドや地場産品の開発販売、

ＰＲ等の地域おこしの支援や農林水産業への従事、住民の生活支援などの地域協力活動

を行いながらその地域への定住定着を図ることを目的とした制度であります。令和３年

度の状況としては、全国において1,085自治体で6,015名が活動しております。宮城県内

においても22の市と町で212名が活動しております。近隣では大郷町で２名が地域おこ

し協力隊として活動しており、２つの法人で野菜等の栽培収穫出荷作業、道の駅おおさ

との運営補助、農畜産物の販売促進と地元資源を活用した特産品の開発、販売プロモー

ション等を行っております。一方、本村では大衡村地方創生総合戦略の中で意欲ある都

市住民のニーズに応えながら都市圏からの移住定住を促進するため地域おこし協力隊の

受入れを検討すると掲げているものの、実現までには至っていないのが現状であります。

村の特産品の栽培から販売作業のほか、野菜や米の栽培収穫出荷作業、販売、営業マネ

ジメント業務等への従事や、行政とは違う見方による柔軟な地域おこし策、住民が増え

ることによる地域の活性化等移住定住につなげていく取組の１つになるのではないかと

考えられますので、今後村として解決すべき課題の事業分野を整理するとともに、近隣

自治体の活動状況を調査しながら引き続き検討してまいりたいとこのように考える次第

であります。 

    次に２点目の村の空き家対策事業等に協力隊として採用してはどうかとのご質問であ

りますが、先ほど答弁しましたとおり、まずもってどのような分野でどのような活動を

想定するのか、より具体的に検討する必要があるものと理解しております。 

    次に３点目の一般的に協力隊に要する経費の財源措置はどのような経費が対象となる

かとのご質問でありますが、総務省では地域おこし協力隊に係る地方財政措置の金額を

定めており、地域おこし協力隊員の報償費や活動に要する経費として隊員１人当たり上

限480万円が特別交付税で措置されます。そのほかにも地域おこし協力隊員等の起業、
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事業承継に要する経費や任期終了後の隊員が定住するための空き家の改修に要する経費

の一部などが特別交付税で措置されることになっております。 

    以上、答弁をいたしました。よろしくお願い申し上げます。 

議長（細川運一君） ここで休憩をいたします。 

    再開を１時といたします。 

午前１１時５０分 休 憩 

                                           

午後１時００分 再 開 

議長（細川運一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

    一般質問を続けます。 

    佐藤 貢君。 

11番（佐藤 貢君） それでは、１件目から順に再質問していきます。 

    １点目の答弁で村長は特定地域住民の方の利用に限られることから村の維持管理は対

象外であると答弁されておりますが、ある程度期待していた答弁だったんですけれども、

仮に村道に認定されていなくてもその村道という基準をクリアして、していなくてもそ

こに住民が住んでいるのであれば仮に特定地域の住民であっても村の何らかの行政の管

理の仕方というのがあると思うんですけれども、再度その辺どうなのかお伺いします。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） １回目の答弁では確かに利用している皆さんの、利用者の方々のご負担

で整備といいますか何らかの利用の仕方、そういったものをしてほしいと申し上げまし

た。これは基本的な事項として当然のことでありまして、赤線といっても大衡村いっぱ

い赤線の延長があります。ただ、今当然何人か複数の方でご利用されている路線もある

いはあるのかなと。精査してみないと分かりませんけれども、複数の方でご利用してい

る方がおられる路線ももしあるのであればそれもまた今後何らかの方策を講じてまいら

なければならないのかなという考えは当然持ってはおります。 

    そういったことで、これまでの各自治体での支援制度というものがあるわけでありま

して、大衡以外のそういうのを参考にするのも一つの手かなと。手といいますか方法も

あるのかななどと思います。１つの自治体で例えば敷き砂利の供用、今もちろん大衡で

はそれをやっていますけれども、敷き砂利の供用なりあるいは中央部分が盛り上がって

わだちになって車が引っかかるというのか何と表現したらいいか分かりませんけれども、
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そういうところも多々あるやに伺っておりますので、そういったところの均平をとるた

めの、昔はグレーダーというのがありまして、村にも。グレーダーでそういったところ

も多分やっていたのかな、あるいは村道に限ってグレーダーやっていたのかどうか分か

りませんけれども、昔は村道といえども舗装ではなかったところがいっぱいありました

のでそういったことがありましたが、今はグレーダーも何もありません、村有では。な

ので、そういった最小限の手当て、そういった業者頼んでもそういったのの解消、そう

いったものを舗装とまではいかなくてもそういったことができればそういったことも含

めて検討してはみたいなとこんなふうには思っています。そういうことです。 

議長（細川運一君） 佐藤 貢君。 

11番（佐藤 貢君） 今村長からグレーダーの話出ましたけれども、私質問しているのは道路

を改良してほしいというのではなく、今言ったように凹凸の激しいわだち、あるいは中

央だけが盛り上がったような状況の路線、そういったものを幅を広げてくださいとかそ

ういったものではなくグレーダーのようなもので成形して、そこに必要によっては敷き

砂利をする、砂利を敷く、あるいは舗装のガラといいますか廃材をそこにぶっ込むとか

そういったことをしていただけないかなということで質問しているわけなんですが、結

局それだけをしに工事始まるのでは経費もかかりますから、何らかの今いろいろ方法あ

ると思うんです。その付近で何か工事をやっている業者がいるのであれば、そのついで

にやってもらうとか、そういった何とかそんなに経費もかからないと思うんです。それ

を実現できないのかなということで質問しているわけなんですけれども、その辺はいか

がでしょうか。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 先ほども申し上げました。そういうことができるように検討するという

話をさっき私したつもりなんですが。ということです。 

議長（細川運一君） 佐藤 貢君。 

11番（佐藤 貢君） 検討するという答弁はいただきましたけれども、まだそれが答弁なのか

実際に実現してもらえるのかそれはちょっと分からないんですけれども、今シルバー人

材センターで受注している作業の内容の中で村道の除草等が村で発注、委託していると

思うんですけれども、そのシルバー人材センターに依頼するそういった道路の修繕、維

持管理、そういったものを依頼するということは可能なのかできないのか、その辺をお

伺いします。 
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議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 具体的には都市建設課長に答弁させますけれども、まず基本的には今シ

ルバー人材センターの皆さんに部分的に道路愛護で残ったようなところとか、危険な箇

所とかというところを部分的に、本当に応急的に頼んでいる場所もございます。そうい

ったところをもっと延長を増やしてというお話にもつながっていくのかどうか分かりま

せんけれども、そういったことも含めながら検討をしてみたいとこのように思います。 

議長（細川運一君） 課長、答弁。都市建設課長。 

都市建設課長（後藤広之君） シルバー人材センターへの作業の委託というご質問なんですけ

れども、除草作業につきましては現在のシルバーセンターで機械の借り上げをしていた

だきながら、危険でない作業ということでいろいろ打合せをさせていただきながら可能

な範囲で作業をお願いしているということがございまして、敷き砂利等につきましては

シルバーセンターでの機械の問題ですとか対応、その作業のボリュームといいますかそ

ういう労働の条件等の部分で可能かどうかという部分につきましてはシルバーセンター

ともご意見を伺いながら、可能かどうかという形になると思います。予算の話は別とし

ての答弁になりますので、よろしくお願いいたします。 

議長（細川運一君） 佐藤 貢君。 

11番（佐藤 貢君） ぜひ検討していただきたいなと思います。 

    それから２点目として、今高齢化社会の中で若い人が同居していない高齢者だけの世

帯、夫婦だけの世帯が多くなってきております。村長の答弁では利用者の方々に管理を

お願いしたいという答弁でしたけれども、そこの家庭で若い人がいれば何とかなると思

うんですけれども、どうしても高齢者だけの世帯となるとその修繕、道路を直したくて

もできないという状況もあると思うんです。そういった点で道路としての事業ではなく、

高齢者、障害のある方の福祉政策の一環としてこういった対策を講じてほしいなと思う

んですけれども、その辺はどうでしょうか。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） それも含めまして管内の、管内といっても黒川の富谷、大和、大郷であ

りますけれども、現状はどうなっているのかなということで調べたところでありますが、

富谷、大和町も基本的には利用者にお願いしている。維持管理費用に対する助成もして

いない。農道を兼ねている場合は農業部門へ案内しているのが富谷と大和の答えであり

ました。大郷につきましては敷き砂利程度は町で貸与している。舗装はしていない。地
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元負担で舗装する場合は許可している、どうぞしてくださいとしているという管内状況、

そういったものがございます。それから福祉的な観点からというお話も今あったわけで

ありますが、福祉的な観点からというのは当然これも重要なことであります。例えばの

話ですが、除雪などは除雪ボランティア、これを各地区でだんだんと増えてまいりまし

た。申し込む人も、あるいは担ってくれる人も増えてまいりましたので、そういったと

ころにも誘導してまいりたいと思いますし、そうですね、いろいろと福祉的な面からも

あるわけでありますけれども、ただ、もう一つは農業政策の面に対しての誘導している

ということはどういうことかというと、各地区で地域資源保存会とかあるいは地域の農

地保全会とかいろいろな名称はありますけれども、そういったところで国から補助金と

いいますか交付金出てそれでやっているところが大衡村ではときわ台を除いて全地区に

あります。それを今から言おうと思っているんです。大きなときわ台地区を除いて本来

全域で立ち上げてほしかったんですけれども、佐藤副議長の地元の駒場地区については

まだ立ち上がりをしていないということであります。そういった意味で、それが問題で

はありません。その農地保全会、あるいは地域資源保存会ですか、そういった保全会と

いうんですが、そういうのに来る交付金、そうしたもので管理をしていただいておると

いうこともあります。ぜひ駒場地区におかれましても今年度は設立してほしいなと私は

思っているところでありますので、佐藤副議長も主導的な立場からそういったことを誘

導するようにお願いしたい、こちらからかえってお願いしたいなと思っているところで

あります。 

議長（細川運一君） 佐藤 貢君。 

11番（佐藤 貢君） 話がこっちへ飛ぶとは思わなかったんですけれども、今の農業関係の道

路につきましては重々ご理解いたしました。 

    本題にまた戻って、高齢化に伴って一番危惧されるのが災害、あるいは緊急事態が発

生した場合です。消防車、救急車などの緊急車両に対するスムーズな通行といいますか

支障を来すような道路であってはならないと思うんですけれども、その辺の防災、ある

いは災害的な交通車両の件からもどのように村長はお考えなのか。その辺をお伺いしま

す。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 同じような答えになるかと思いますが、災害……、どうなんでしょうね。

それは災害に取り残されるような場所にお住まいになられているということは大変な本
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当にご苦労なことだと思いますけれども、地域住民の自助・共助・公助、それに期待す

るものがあるんだろうと思いますけれども、皆さんでそれを近隣の皆さんが力を合わせ

て、そしてまた村ももちろんですけれどもそういったことの危険がないようにしていか

なければならないなとは思っているところでありますが、それと道路を整備するという

ことは結びつけるのは今現状は難しい状況にも置かれているところでありますので、ご

理解はしていただかないと。地域の消防団なりそういった方々とかそういった公助とい

いますか共助といいますか、そういった方々に頼らざるを得ないのかなとも思いますの

で、ご理解をいただければと思います。 

議長（細川運一君） 佐藤 貢君。 

11番（佐藤 貢君） 幾ら質問しても答弁は同じような答弁になりますので、第２点目として

は終わりにしたいと思います。ぜひ福祉、防災、そういった立場からもぜひ検討してい

ただきたいなと思います。 

    次の３点目の除雪の現状、今除雪ボランティアの活動、地区によっていろいろ違いは

あると思うんですけれどもその実態、どのような規模でどのような作業内容をしている

ものなのか。主なものとしてどういった状況なのか、その辺お知らせいただきたいと思

います。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 除雪ボランティアの状況、これのまずもってこれの設置目的であります、

設置といいますか存在目的でありますが、生活道路確保のために必要な除雪を支援する

ということでありまして、対象者が高齢者のみの世帯ということであります。また、体

が不自由なために除雪作業が困難な世帯、そしてまた地区の区長が特に必要と認める世

帯などに除雪ボランティアの方々が使用料１回500円ということでそのボランティアの

人にお支払いをする。そして、そのボランティアする人は村から、村では1,500円お支

払いして合計１回の出動につき2,000円を受け取るという仕組みをつくっているところ

であります。実績としては８地区で14名の方がボランティアを登録しております。利用

登録者数は、利用者については30名となっております。30名でここの例ですと１名の登

録者、利用登録者で除雪回数が５回ぐらいですから、そのぐらい活動しているというこ

とであります。30名で５回だから150回ぐらいを活動しているということであります。

村としては150回ではなく全部で243回です。ということで、村の経費は318万6,000円を

要しております。全部で総額でであります。村の除雪の協力会社ありますけれども、村
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の村道に対するそれを赤線までやるということはこの318万円では到底できないという

ことでありますので、確実にこれは経費の削減につながってもいるし、また、ボランテ

ィアの精神というものも生かされているんだなと思料しているところであります。業者

に頼んだ場合、さっき318万円と言いましたけれども村で村道などをやっている業者に

頼んだ場合を算定した場合には318万円かかるんですよと、ぐらいかかりますというこ

とでありますが、さっき言ったように1,500円の150回ですから計算すると大体出てくる

んだと思います。ということで、経費の削減にもかなりつながっているということであ

ります。 

議長（細川運一君） 佐藤 貢君。 

11番（佐藤 貢君） 除雪については理解いたしました。このように、村道以外の道路を生活

道路として日常的に利用されている住民の方々がいるわけですから、道路法という縛り

にこだわらないで住民福祉の向上のそういった実現する意味からも除雪も含めて真剣に

検討していただきたいと思います。 

    それでは２件目の地域おこし協力隊導入について再質問していきます。 

    １点目として、村長の答弁では近隣自治体の活動状況を調査しながら検討していくと

いう答弁でありましたけれども、今大衡村で進めています地場産品創出支援事業、今年

で３年目、終わりとなりますけれども、新たな地場産品の開発として協力隊の要請とい

うのはいいのかなと私個人的にはそう思っているんですけれども、ただ漠然と地域おこ

し協力隊を受け入れるのではなく、やってほしい担ってほしいような業務を示すなど、

目的を持って採用することが必要だと思いますけれども、改めて村長の考えをお伺いし

ます。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） この地域おこし協力隊、県内で今朝の話だと何人いると言った、県内で。

210、答弁で言っている、俺。210ほどおられます。480万円、１人につき補助が来るん

だよというお話をさせていただきました。では、しからば地域おこし協力隊の人たちを

例えばどういう目的で、どういう業務に携わっていただくためにということも当然考え

て募集しなければならないんだろうと思います。おこし協力隊、議員おっしゃるのは空

き家対策のそういった業務、空き家のあっせんとかそういったあれですよね。なども当

然入ってくるだろうと思います。その地域おこし協力隊を今後大衡村でも募集するかし

ないかというのはまだ決定しているわけでもございませんし、ただ、これからの業務を
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いろいろ考えて議員がご提案のとおりのものも当然必要なってくるのかなと思ったり、

あるいは村の地場産品を開発するための研究の要員とか、あるいはこれもまだ実現はし

ていないわけでありますが村のキャンプ施設、２か所ほどこれからやろうかなというこ

とで皆さんにご提案もさせておりますけれども、そこの運営管理とか例えばの話ですか

らを担っていただくとか、そういったことも考えられます。当然そういうことも考えら

れますし、いろいろなことで考えられますけれども、一番は村おこしでありますから地

域おこし協力隊ですから村の地場産業を発展させるための補助員、あるいは協力員、そ

してさらにはそれを踏まえてそれをしていただく、そして経験した上でさらに自分でも

それを起業として起こしていただくという最終的にはそういった形になればそんなにい

いことはないのかなとこんなふうに思っているところであります。農業分野においてで

もありますし、あるいは地場産品ですから何も農業だけにも限るわけでもございません

けれども、まずはそういったことに寄与していただければ幸いなのかなとこんなふうに

思っているところであります。 

議長（細川運一君） 佐藤 貢君。 

11番（佐藤 貢君） 村長の答弁にもありましたけれども、近隣の町、大郷町を例に挙げてい

ますけれども、２名ほど活動をお願いしているということで、最近の新聞記事では色麻

町でシカマリンゴですか、それをやっている農家の人が高齢化になってきてそれを継承

して受け継いでいる。そして農家人になっているという記事が載っていましたけれども、

そのほか加美町、そういったところがいろいろ地域おこし協力隊を受け入れているよう

ですが、大衡村としてもいろいろ事情もあろうかと思いますけれども、村長の答弁聞い

ていると前向きな姿勢が見受けられますので、まずはどういった分野を地域おこしとし

て受け入れてするべきなのか。その辺を検討していくことが大事なのかなと思います。

村内に住んでいる若い人、そういった人、あるいは学生、高校生、小学生も含めて地域

の活性化を望む意見、あるいは提言、そういったものがよく聞かれます。このような地

域おこし協力隊というのは年配の人はあまりいないようで、若い人が主に協力隊として

活躍しているようですけれども、このように若い人たちの考え、アイデア、発想、そう

いったものもまちづくりには必要なのかなと。そういった意味でも村としては第一に取

り組むべき事業なのかなと思いますけれども、その辺、村長の考えはいかがでしょうか。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 地域おこし協力隊に応募してこられる方は、おおむねその町の産業とか
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伝統、あるいはいろいろなこれまでの歴史の中でそれをさらに盛り上げていっていただ

くというそんなイメージで私も捉えているところであります。大衡村の村内に住んでい

る人が地域おこし協力隊になるというのではないですよね。どちらかというと外部から

来て、そしてそういった外部から見た視点から見ていろいろな大衡村に今の現状に足り

ないものは何だ、問題点は何だということを自分なりに掘り起こして、そしてその町村

の発展の、自分も発展しながらその地域も発展させようとするそういったすごい考えの

下に来られる方が多いのではないのかなとこんなふうに思っているところであります。

そこで大衡村で地域おこし協力隊を積極的に登用して何かをしようという機運が今本当

に高まっているのかなと思ったときに、どうなのかなということも含めながら必要だと

は思います。私も必要だとは思いますが、本当にそういったものを導入していかなけれ

ばならないというせっぱ詰まった状況になっているのかなということもひとつ考えなが

らやっていかなければならないのではないかなと思いますし、今若い人の農業を目指し

て大衡村に定着して住んでいる、始まったばかりですけれどもそういった方々もおられ

ますので、そういう方々がそういった協力隊とは名乗っていませんけれどもそういう状

況に近いそんな形でおられる人もいます。ですから、そういった方々の動向も踏まえな

がら新たに地域おこし協力隊になっていただくという形になれるかどうかも含めて、そ

して募集した場合に応募者がいるのかどうかも精査して産業振興課とも当然所管だと思

いますので、産業振興課長にも答弁をさせますので、企画財政課長にも答弁させますの

でよろしくお願い申し上げます。 

議長（細川運一君） 企画財政課長。 

企画財政課長（残間文広君） お答えいたします。 

    今ほど村長が答弁したとおりでございますが、過去には佐藤 貢副議長から令和元年、

その以前には小川ひろみ議員からも地域おこし協力隊についての一般質問を受けており

ます。答弁書にも述べておりますとおり、地方創生の計画の中でも地域おこし協力隊を

検討するということで記載しておりますので、これまでもいろいろ、農業分野であれば

産業振興課ともいろいろ地域おこし協力隊をもし募集するのであればどういった分野で

活用方法があるのかといったところも検討したことはありますけれども、現時点におい

てその実施までは至っておらないところであります。しかしながら、議員言われるとお

り村の地域おこし、それにつきましては協力隊という活用も有効な手段かとは思ってご

ざいます。先ほど、村長答弁いたしましたとおり全国的な地域おこし協力隊の年代から
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すると20代、30代が多いことと、約４割が女性だということであります。その地域おこ

し協力隊の制度、３年間ということはご存じかとは思いますけれども、その後のその地

域においての定住化に向けた国の制度でございますので、全国的には任期終了後65％ほ

どが定住化されているという状況でございまして、本県においては今朝ほど県の企画部

長参りまして意見交換させていただいたことがありまして、県は全国平均を上回って７

割程度が定住化しているという状況でございますので、この地域おこし協力隊の活用方

法等も今後いろいろ検討していきたいと考えてございます。 

議長（細川運一君） 佐藤 貢君。 

11番（佐藤 貢君） 今の課長の答弁でもありましたし、村長の答弁でもありましたけれども、

大衡村地方創生総合戦略の中で地域おこし協力隊の受入れを検討するということがしっ

かりと明記されているわけですけれども、課長も村長も実際には実現までは至っていな

いというのが現状であるという答弁でしたが、一応きちんと明記しているんですから計

画に沿ってぜひ実行していただきたいなと思います。 

    次に、２点目の空き家対策の事業の協力隊を採用してはという質問に再質問していき

たいと思います。 

    これは必ず空き家対策事業に地域おこし協力隊を採用というあれではなく、一例とし

て申し上げているのであって、結局仙台市、これも新聞記事なんですけれども、仙台市

の秋保地区、そちらでは結局空き家の実態調査、あるいは移住や起業の希望者に空き家

を紹介する仕組みづくり、そういったものを地域おこし協力隊が担っているという記事

が載っておりましたが、結局私言いたいのはその担当課職員だけで皆こなすとなると本

当にその仕事の量といいますか限界があると思うんです。だから、少しでも一部でもそ

ういった協力隊を採用していただいてある程度職員の軽減にもつながるのかなと思った

のであって、そういった地域おこし協力隊をそのような空き家対策等に受け入れている

自治体もあるわけですので、大衡村でもできるものであればそういうことも考えていけ

たらいいのかなと思うわけですけれども、その辺いま一度村長の考えをお伺いします。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 空き家対策といってもいろいろ今ご質問いただきましたけれども、空き

家対策、成功といいますか空き家に移られて今現在お住まいになられている方も何人か

おられますし、空き家対策、村で区長方に過去において空き家の状況を各地区の状況を

調査していただいたことがあるわけでありまして、そのデータ、今私の手元にはありま
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せんけれども、そういったことのデータを基にその空き家を活用していただくことが大

事でありますので、それを前向きに早速活用するようにしたいと思いますが、企画財政

課長からその実態を、村の実態を報告させますのでよろしくお願い申し上げます。 

議長（細川運一君） 企画財政課長。 

企画財政課長（残間文広君） 空き家の実態につきましては、今ほど村長申し上げましたとお

り過去に行政区長方のご協力もいただきながら調査したことはございます。しかしなが

ら、その空き家が空き家バンクに登録していただく方が相当件数が少ないという状況で

もございますので、今後先ほど議員から職員の負担軽減のために地域おこし協力隊を活

用してその調査等をしたらいいのではないかというありがたいお言葉をいただいたとこ

ろでございまして、地域おこし協力隊の制度の中には本隊員になる前にお試しといいま

すかそういった制度もありますし、あとはインターン制度もありますので、そういった

ものも活用しながら本募集に向けて検討したいということもありますので、そういった

制度も活用しながら本募集に向けた内容を、目的といいますかその分野、どういった分

野で活用したらいいのかということも含めまして今後考えていきたいと考えております。 

議長（細川運一君） 佐藤 貢君。 

11番（佐藤 貢君） ぜひ空き家対策も含めて検討していただきたいなと思います。 

    次に、３点目の経費の財政措置についてお伺いします。 

    今課長からある程度そういった面でお話も多少ちょっと出てきましたけれども、特別

交付税の措置として何点か村長の答弁で例を挙げていただきましたが、今言った地域お

こし協力隊のインターン、あるいは協力隊の募集に要する経費、そういったものもこう

いった財政措置の対象になるものなのか。その辺をお伺いします。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 経費の関係でありますが、地域おこし協力隊の募集に要する経費、募集

活動、村の広報なり何なりですが、それについては１団体、大衡村であれば大衡村がこ

の経費がかかるわけでありますがそれが200万円、あと、それからお試し地域おこし協

力隊に要する経費は１団体当たり100万円ということであります。インターンに要する

経費、これも100万円ということで、これが措置されるということでございます。 

議長（細川運一君） 佐藤 貢君。 

11番（佐藤 貢君） ぜひそういった交付税の措置ありますので、うまく使っていただきたい

なと思います。 
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    時間もないので、最後の質問にします。近年、行政の仕事の内容、あるいは量的にも

増えている中、それを全部職員だけで対応するというのは限界があると思います。先ほ

ども言いましたけれども、職員の負担を軽減するためにもまちづくりの活性化の一助と

なる、そういった意味でも地域おこし協力隊の導入をぜひ検討ではなく実現していただ

きたいと思います。これで質問を終わります。以上です。答弁、お願いします。 

議長（細川運一君） 答弁、最後に村長。 

村長（萩原達雄君） 議員のこの地域おこし協力隊に対する熱意というものはいろいろな事業

にその隊員を活用するというその熱意、そういったものが私にも熱く感じられたところ

でありますので、前向きにそれを検討したいとこのように考えております。よろしくお

願い申し上げます。 

議長（細川運一君） 通告順７番、佐野英俊君。 

２番（佐野英俊君） 通告順位７番、佐野英俊であります。通告に従いまして一問一答で２件、

質問をさせていただきます。 

    まず１件目は、善川遊水地排水路の安全対策についてであります。 

    国と県が平成27年９月に発生の関東東北豪雨などを教訓とし、鳴瀬川水系河川整備計

画を策定し吉田川流域の治水対策として大和町では竹林川遊水地、本村においては善川

遊水地の築堤工事が進められております。令和元年12月に着工された善川遊水地も用水

路や排水路が整備され、村から国交省へ委託の村道竹ノ内蒜袋線と持足海老沢線の交差

点付け替え工事もほぼ完成し、築堤の盛土工事へと遊水地の全貌が見えてきております。

全体工事の完成を待たないと見えない点も多々ありますが、遊水地内外の事故防止策と

いいますか安全対策もその１つであります。中でも遊水地内外に設置の排水路を見ます

とコンクリート製の超大型のＵ字溝であり、落ちたら自力で上がることも不可能なもの

もあり心配するものであります。遊水地内はいかに大型水路であれ遊水地の目的からし

て排水時の障害を避けるため転落防止のためのガードレールやガードロープなどは設置

しないとも聞いております。遊水地整備事業は国で進めておりますが、遊水地における

安全対策と遊水地の管理などについて村がどのように把握しているのか、次の点を伺い

ます。 

    １点目は、村道竹ノ内蒜袋線沿いに設置された上流部で幅が1,500、1.5メートル、深

さが1,000、１メートルの地外排水路と言われる大型排水路の転落防止策は具体的にど

のように計画されているのか。 
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    同じく２点目は、遊水地内、遊水地の中です、農道沿いに設置された幅が2.9メート

ル、深さが1.5メートルの地内排水路、これらの転落防止策は最終的にどのような計画

になっているのか。 

    ３点目として、遊水地が完成した後の国県の管理面の責任区分と村はどのように関わ

っていくことになるのか。 

    １件目は以上です。 

    次に、２件目の質問は交通量増加の奥田地区へ横断歩道の設置要望についてでありま

す。 

    奥田地区内を通過する県道261号大衡駒場線の交通量の増加については、以前に一般

質問をした奥田地区西側の県道整備の要望強化をこの際にも申し上げてきたところであ

りますが、企業、工場には24時間稼働のところもあり、奥田地区内の県道を通過する車

両は昼夜を問わず増加しております。地元の行政区長からも要望した場合があったとも

聞いておりますが、住民、歩行者を守るため、村道と県道の交差する場所や片側歩道設

置のため歩道から歩道への横断歩道の設置が必要になっています。特に、万葉バスを利

用する通学する子供たちが乗降する停留所付近では横断歩道のない場所を横断している

のが現状であり、横断歩道の設置は急務であります。横断歩道の設置については公安委

員会の設置規制も厳しくなかなか難しいようでありますが、村の考え方を伺います。 

    以上です。 

議長（細川運一君） 村長、登壇願います。 

村長（萩原達雄君） 佐野英俊議員の一般質問にお答えしたいと思います。 

    まずもって１件目の善川遊水地排水路の安全対策についてであります。 

    まずその１点目の村道竹ノ内蒜袋線沿線の地外排水路の転落防止策はとのご質問であ

りますが、ご質問の地外排水路は善川遊水地の整備に伴い内水被害の軽減を図るため県

道竹ノ内蒜袋線沿線に幅1.5メートルから2.7メートル、深さ1.0メートルから1.5メート

ルの大型水路が整備される計画となっております。村としても計画が示された当初から

転落防止、事故防止の安全面を懸念し、事故防止対策を要望しており、国において対応

していただく計画になっておりますが、具体的な対策内容は水路設置完了後、現地を確

認しながら決定することとなっております。なお、村といたしましては今回の水路整備

は竹ノ内蒜袋線沿線での大きな環境の変化であり、未然の防止対策が必要と考えており

ますので、引き続き国と協議をしてまいります。 
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    次に、２点目の遊水地の地内排水路の転落防止策はとのご質問ですが、遊水地につい

ては施設の性質上河川の洪水をためる機能を有していることから、水の流れの障害とな

るような柵などの設置はできないことになっております。しかしながら、耕作者等が転

落した場合の被害軽減対策は必要と考えますので、地外排水路の安全対策と同じように

併せて国と協議してまいります。 

    次に、３点目の遊水地完成後の管理責任区分と村の関わりはとのご質問でありますが、

遊水地は国の施設であることから周囲堤や越流堤、排水門といった主要施設は北上川下

流河川事務所が点検や維持管理を行うことになりますが、遊水地外に整備される地外排

水路や遊水地内を通る村道竹ノ内蒜袋線、海老沢持足線は村が管理することになるとい

うことであります。また、大雨のときに遊水地に洪水をためることになった場合は北上

川下流河川事務所と連携をし、村道の通行止めや住民への避難誘導等も対応することに

なるものであります。 

    次に、２件目の交通量増加の奥田地区へ横断歩道の設置要望についての一般質問にお

答えいたします。 

    県道大衡駒場線につきましては国道４号と県道石巻鹿島台色麻線を結ぶ県道で、大衡

インターチェンジや仙台北部中核工業団地群へのアクセス道路になっていることから、

村内でも交通量の多い道路であると認識しております。また、当該県道を通る万葉バス

は小中学生の通学バスにもなっており、特に奥田地区での利用者数は小中学校前のバス

停に次いで利用実績の多いバス停となっております。このことから、横断歩道設置など

バス利用者の安全対策については優先度の高いものと認識しておりますが、横断歩道の

設置は歩行者数や交通量に加え歩行者が安全に滞留できるスペースが確保されるかなど、

現場条件も含めて公安委員会が総合的に判断することになっております。村では役場関

係課と小中学校、そして大和警察署など関係機関をメンバーとする大衡村通学路安全推

進会議で毎年通学路における危険箇所の問題を共有し、その対策について協議しており

ますので、奥田地区内の安全対策につきましても横断歩道設置も含めて今までも要望し

てきましたが、今後も要望してまいりたいとこのように考える次第であります。 

議長（細川運一君） ここで休憩をいたします。 

    再開を２時10分といたします。 

午後２時００分 休 憩 
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午後２時１０分 再 開 

議長（細川運一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

    佐野英俊君。 

２番（佐野英俊君） 再質問させていただきます。 

    まず答弁いただきました善川遊水地排水路の安全対策についてでありますが、１点目

の村道沿い遊水地の外の排水路、地外排水路への転落防止策についてでありますが、国

の対応、具体的な対応は水路設置完了後とのことですが、まず村道竹ノ内蒜袋線におい

て過去にといいますか今日までにも通過車両が路外へはみ出し田んぼに突っ込んだ自損

事故などが何回か発生していますが、村長、耳にしたことございませんか。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 耳にしたことというか聞いたことはあるかということですね。あります

よ。 

議長（細川運一君） 佐野英俊君。 

２番（佐野英俊君） 村長も耳にしたことあるということですが、特にあの竹ノ内蒜袋線は冬

期間の朝、日の当たる場所当たらない場所、山の地形的なものだと思うんですけれども、

そういう状況から部分部分がアイスバーン、乾燥とアイスバーンが混在するような姿に

なり非常に危険な路線であります。これまでですと突っ込んでも道路沿いは土側溝や田

んぼだったんです。運転者はけがをすることもまずなく、単なる物損になったのかなと。

今度はそういうわけにはいきません。相手が土でなく、答弁のとおり幅が1.5メートル

から2.7メートル、深さが１メートルから１メートル50、そういうコンクリ製の大型Ｕ

字溝であり、これらの地外排水路へ万が一転落や横転を考えますと自力での車外脱出が

困難になることが想定されます。答弁でも竹ノ内蒜袋沿線での大きな環境の変化と答弁

がありましたが、まさに道路環境の大きな変化であります。村道沿いの排水路全てにガ

ードレールなどの転落防止が必要と考えます。まず、いかがでしょうか。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 当然必要ではないのかなと私も思います。思います。いいですか。 

議長（細川運一君） 佐野英俊君。 

２番（佐野英俊君） 答弁、排水路設置後に国で対策を講じる。結論は見えていないという答

弁でありましたので伺ったわけですけれども、計画が示された当初から村としてはこれ

らの要望はしてきたと答弁でしたけれども、通行車両の安全、転落防止策、ぜひ全線に
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ガードレールなどの設置する回答を得るまで村として単なる協議ではなく回答を得るま

で力を入れた要望をこれからもやっていただきたいと考えますが、いかがでしょうか。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 必要だと申し上げました。本当にであります。村としても当然そのこと

は十分認知しておりまして、当然対策としては粘り強くではないですね、完成してから

設置するにしても全線に設置するようなふうに要望といいますか要請してまいりたいと

思いますが、この道路の形状からして例えば左カーブ、右カーブとこういう話あると思

うんですけれども、どういうわけで部分的になくてもいいようなところももしかしたら

あるのかなと分かりませんので、私も専門家でないので、ですけれども全線にとにかく

つければ一番は何ら問題はないわけでありますけれども、そういったことを強力に北上

川下流河川事務所の所長とも掛け合ってぜひそうなるようにしたいと思っております。

内側についても同じです。 

議長（細川運一君） 佐野英俊君。 

２番（佐野英俊君） ぜひ今まで以上にその辺力を入れて要望していただきたい。今現在排水

路は設置しました。大衡村のガードレールに代わるポールも既に設置されています。こ

れで終わりなのかなという現状はそういう状況にありますので、まだ工事中だという気

持ちもあるんですけれども、あの路線を走りますと右側に今まで田んぼだったのが

1,500等のＵ字溝の設置を見ますと非常に怖さを感じる次第で、今回質問させていただ

いている次第です。 

    それから次に２点目の遊水地内の地内排水路への転落防止ですが、排水する際の水の

流れの障害、答弁にもありましたが障害をなくすことから何も設置されない。遊水地内

の農道、ここも基本的考えからすると何も設置されないのかなと。ところが、農道脇Ｕ

字溝は幅が2.9メートル、深さが1.5メートルの超大型のＵ字溝、農道を走ると異常な怖

さといいますか引き込まれるような感じ、そういう状況にあります。障害となるものは

設置しない、遊水地の目的機能上からは理解するものですが、安全面を最大重視すべき

ではないかと考えます。しつこいようですが、国との協議、これからという段階ですの

でその辺もぜひ安全面最大重視する考えで村長、要望を力強くお願いしたいと考えます

がいかがでしょうか。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 地外排水路、地内排水路、ともに先ほども申し上げました。特に地外排
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水路については本当に一般車両の通行であります。それに対して地内排水路は多分耕作

者といいますか農地を利用する方々の通行するところであると理解するわけであります

が、いずれにしても危険な場所になってくることは間違いないと思いますので、そうい

った意味ではそこも含めて先ほども申し上げました。地内も地外も同様に粘り強く要請

をしていくということであります。よろしくお願いします。 

議長（細川運一君） 佐野英俊君。 

２番（佐野英俊君） ただいまの答弁で大体村長の考え方理解するわけですけれども、このよ

うな用水排水路での転落事故、先日連休明けの５月10日の新聞報道、東松島矢本沖のあ

の辺の公道は広々としています。矢本沖の用水路に水深が80センチメートルだった。そ

こに転落して死亡しているのが見つかったという報道がなされておりました。これから

善川遊水地も築堤する盛土やる計画地域は大体表されておりますけれども、四、五メー

トルの盛土周囲堤が築堤されますと遊水地の中は死角となる。見えない部分も出てくる

と思われます。矢本の事故ではないんですが、田んぼの管理で走っていた耕作関係者の

車、当然地元の方々です。仮に幅2.9メートル、深さ1.5メートルのこの超大型のＵ字溝

に転落したら遊水地の堤防が結局視野を遮りまして転落に気づくのが遅れ、大変な事態

が想定されます。このような事故を防ぐための対策が是が非でも必要かなと考えるとこ

ろでありますけれども、よその遊水地におけるこのような安全対策といいますか何がし

かないものか。担当課長あたり、その辺もし把握しておればお聞きしたい。村長、いか

がでしょうか。 

議長（細川運一君） 課長でよろしいですか。都市建設課長。 

都市建設課長（後藤広之君） 他の遊水地の部分で地内排水路の部分の安全対策といたしまし

て、どうしても柵等の設置ができないということで車両の転落を防ぐものとして縁石、

障害にならない程度の縁石を設置して車両等の転落を、少しでも転落防止をかけるとい

ったものの事例があったり、あるいは万が一人が誤って転落した際とかに上がれるよう

な金具、足掛け金具等の設置とかそういった事例があるようでございます。村でもいろ

いろ情報収集しながら、また国でも全国的な遊水地のそういった安全対策等を改めてそ

の情報を収集しながら検討していただくことになっておりますので、引き続きその安全

対策については強く要望してまいりたいと思います。 

議長（細川運一君） 佐野英俊君。 

２番（佐野英俊君） 今課長から説明ありましたが、地元の水利組合長も今答弁のとおり万が
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一排水路に人が落ちた場合、当然１メートル50私では上がること不可能です。そういう

ことを想定し、上がるそういう金具の設置も１つの例かなと思うんですが、水利組合長

のほうではロープ式のはしごといいますかそういうものをどこに設置するかというそう

いう問題も出てまいりますけれども、何かしらの上がるための用具の設置などを河川事

務所側には要望はしているとのことですが、村としてもぜひ河川事務所側へ訴えていた

だきまして地元耕作者等が安心できるような体制を、対策をとっていただきたいと思い

ますが、課長答弁で結構です。再度伺います。 

議長（細川運一君） 都市建設課長。 

都市建設課長（後藤広之君） ご指摘のとおり、機能上の問題もありますけれども安全を最優

先にした対策というのは本当に最も重視しなければいけないことと村も認識しておりま

すので、そういった地元の要望等も伺いながら国に強く要望してまいりたいと思います。 

議長（細川運一君） 佐野英俊君。 

２番（佐野英俊君） 次に管理面について、遊水地完成後の管理責任について答弁いただきま

したけれども、ほとんどが当然主要施設、国で河川事務所側での管理になるようですが、

遊水地内の田んぼを耕作するのは地元であり、要所要所の集水ます、用排水路、一部の

樋門の操作管理をはじめ日常の用水路管理は従来どおり地元の水利組合が行うわけであ

りますが、工事が終わらなければ見えない問題もいろいろと出てくるのかと心配してお

ります。地元の皆さん方もこれはどうなるのかなという一番心配する。何せ、築堤され

る周囲堤も大変な距離です。それに伴う工作物等々もそれ相応の数が設置されるわけで

すけれども、その辺の地元としての心配もありますので村は常に関心を持っていただき、

今後も地元と河川事務所との橋渡し役になっていただきたい。そのように考えますが、

村長、村としての考えをその辺伺います。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 全くそのとおりだと思います。北上川下流河川事務所の皆さんとも当然

しょっちゅう顔合わせをしておりまして、治水等々の会議、あるいはいろいろな会議で

当然そういったこともありますので、そのことは一番重要な問題であります。完成した

からもうこれでいいんだというのではなく、その後もちゃんとコンタクトを取りながら

村とそして耕作者の皆さんとそして河川下流事務所との三者一体となった、三位一体と

なった連携をしてまいりたいとこのように思いますので、とにかく出来上がってみない

とその欠陥とか何でもですけれども、出来上がってみないとまだ分からないところが
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多々ありますので、出来上がってからでもそれを改善改良、そういったことがあれば当

然村としてそのことを伝えて改良していただくということは当然必要だとこんなふうに

思っております。 

議長（細川運一君） 佐野英俊君。 

２番（佐野英俊君） 出来上がってみないと分からない。村長からそういう答弁いただきまし

たけれども、要するにそれだけ心配な状態にある、見方もあるということと思うんです

が、地元は本当にその思いでおるのが皆さんの気持ちであります。できてみないとどう

いう問題があるか分からない。そういう意味でも引き続き村として河川事務所との接点、

いろいろ今村長から答弁いただきましたけれども、引き続き要望といいますか国側の理

解をいただくようにぜひお願いしたいと思います。遊水地は地元のためのものでもなく、

吉田川流域全体といいますかこれらの治水対策、大きな目的を持つものであります。今

後も村として引き続き関わりを持っていただきまして、今村長から答弁いただきました

けれども、要望するべきことは要望し地元からの声、意見を大事にしていただき、村と

しての役割をぜひ果たしていただきたいと考えます。遊水地関係は以上といたします。 

    次に２件目の奥田地区への横断歩道の設置についてでありますが、答弁で設置への優

先度が高いと認識しているとの答弁をいただき安心いたしました。答弁のとおり、横断

歩道の設置要件からするといろいろと難しい点があるようですが、工業団地へ出入りす

る車両は増える一方であります。先日、小林製薬は現在の工場規模を上回る医薬品工場

を増設すると発表しております。地元の雇用なども増えるから非常に喜ばしい、地域の

活性化、企業の発展などを考えればよいことというか喜ばしいことでありますけれども、

しかし、これにより工業団地への車の出入りや奥田地区の通過車両はまた増えると思わ

れます。今後も新工場の誘致、稼働工場の増設、既存工場の増設やらこれによる奥田地

区の通過車両のますますの増加、工業団地が企業が増えどんどん出入りが多くなれば、

当然のことですけれども奥田地区を通過車両はますます増加します。これらへの総合的

な対応といいますか村として、難しいと思いますけれどもどのように考えていくのか。

工場等が増え奥田地区の交通通過車両は増えます。その辺を村としてどのように考えて

いくのか伺います。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 本当に議員のおっしゃるとおりでありまして、工業団地に係る従業員の

皆さんの通勤ルートということもありましてなかなか本当に交通量も、私もつぶさに感
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じておりました。本当に危険な状況も何度となく経験もいたしましたし、そういった意

味では議員のおっしゃること、ごもっともであると思います。横断歩道につきましては

優先度の高いものと認識しておりますというお話を先ほど答弁でさせていただきました。

優先度が高いものなのに何で一体実現しないんだというお怒りになられると私は思いま

す。これは私たちが優先度が高いと言っているのであって、公安委員会でそれを持って

いくと優先度高くないふうに査定されるわけです。ですから、さっぱり実現しないとい

う状況が続いているわけであります。でありますから、これを打破するものが必要だと

思っております。粘り強くばかりやっていても駄目だから、たまには強硬にこれを訴え

ていかなければならないのかなと思っております。 

    それからもう一つは、なぜ奥田地区のあの道路が朝夕だけではなく交通が頻繁なのか

なといって考えたときに、正式名称大衡駒場線、あれが団子沢のところでまだ開通して

いないという状況があるわけであります。あれが解決というか開通すればそういった危

険性が、全くとは言いませんけれども大分和らいでくるのではないのかなと思います。

そういったことも含めてその進捗といいますか実現性の、先般も小川克也議員からだっ

たか質問ありましたね。でありますから、そういったことであそこを早く解決して真っ

すぐになるようなそんなふうになってほしいなと私も思っております。がしかし、相手

のあることですからこれもまた、ただ、明るい兆しもちょっと見えてきたやにも聞いて

おりますけれども、私は当事者ではありませんので何とも言えませんということであり

ます。本当に重要な案件だと思っておりますので、村としてもそういった意味で歩道の

設置とかあるいはいろいろな意味で県ともお話をさせていただいて、なるべく早くそれ

が解決するような形で持っていきたいとこのように思っておりますので、よろしくお願

い申し上げます。 

議長（細川運一君） 佐野英俊君。 

２番（佐野英俊君） 工業団地への流出入する車両は奥田だけの問題ではなく、大森、駒場周

辺行政区いずれも同じ状況に置かれているわけですけれども、今回奥田を取り上げてお

りますけれども、通過車両はますます増えるのは間違いなく予想されるわけであります。

答弁の中にもありましたが、５月の議会総務民生常任委員会において昨年度の万葉バス

利用状況の報告がありました。村長答弁のとおり、小中学校以外の乗り降りで児童生徒

の万葉バス乗降数の多いバス停１位２位が奥田地区中沢と奥田バス停であります。村で

は警察署もメンバーに入れた、答弁にありました通学路安全推進会議を設置し大衡村通
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学路交通安全プログラムを策定し、児童生徒が安全に通学できるように安全確保に取り

組んでいるわけでありますが、これらの取組の中で特に交通量の多くなってきた奥田地

区における横断歩道設置等の必要性について、これらの推進会議でそういう声が出され

たことがないのかどうか。教育委員会ですか、伺いたいと思います。 

議長（細川運一君） 教育長。 

教育長（齋藤 浩君） 交通安全推進会議の中で奥田路は横断歩道の設置についてのお話は出

ております。この歩道の設置場所については上ノ沢地区のところで横断歩道が左右に変

わってしまうところがあるといいますか、そういったところがございますので、そうい

ったところについての対応について横断歩道等についての必要性ということが話題の中

に出てきたということはございます。 

議長（細川運一君） 佐野英俊君。 

２番（佐野英俊君） 教育長から答弁いただきましたけれども、いろいろ奥田のそういう必要

性について推進会議で出た。昨年、令和３年11月に改正の通学路安全プログラム、これ

を見ますとどちらかというと歩いての通学、歩行、その通学の環境における安全対策と

いいますか歩く通学路の安全確保の取組がどちらかというと強いのかなと感じましたけ

れども、ぜひ各地区の通学バスへの乗車環境、ぜひ広い目線で幅の広い目線で通学路の

安全確保、歩くだけではなくそういうバス通等も考慮するようなぜひ推進会議にしてい

ただきたいと思いますが、教育長、いかがでしょうか。 

議長（細川運一君） 教育長。 

教育長（齋藤 浩君） 推進会議については毎年行ってございまして、今年度につきましては

冬期間の状況を見ながらということで冬の開催を予定しております。学校にいろいろな

部署からそういった対応が必要ではないかという場所、こういったものを出してもらう

んですけれども、その際に小学校のＰＴＡの安全指導部というのがございまして、そう

いったところで通学路関係、そういったところをそれぞれのＰＴＡで見ていただくとい

うことがございますので、そういったところで学校からよく見ていただいてそういった

要望も出していただくというお話をして、話題といいますかＰＴＡからもそういった要

望が出ているということで今後のプログラムに載せていくということで、さらに県に対

する要望等を強くしていける材料にできればなと、今までの議論を聞いて思った次第で

ございますのでそういった形で今後進めていければなと思っております。 

議長（細川運一君） 佐野英俊君。 
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２番（佐野英俊君） ぜひそういう方向でお願いします。 

    私は３年前、議員として２回目の定例会で奥田地区の道路事情について質問いたしま

した。先ほど村長から答弁いただきましたが、県道261号大衡駒場線の奥田集落西側へ

の道路新設、少し明るい兆しがというお話ありましたけれども、いまだ何一つ進展する

ことなく棚上げ状態といいますかこの地域の動き、変化を見た場合にこれらの道路新設

の事業は遅れているのかなと感じております。工業団地への車の流れを見る場合、計画

されている村長答弁のとおり西側奥田集落の西側の道路が実現しないと奥田地区の交通

安全は確保されません。毎朝通学バス、万葉バスの乗車時刻近くに通過する通勤車両の

途切れる間を歩道から歩道の反対側のバス停へ横断する子供たちの姿を見るとき、また、

地元住民、歩行者を守るため地区内への横断歩道設置要望について、ぜひ村長から必要

なんだ、力強く要望するという答弁いただきましたけれども、村長、再度、その辺、今

後の意気込みを伺いたいと思います。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 意気込みというほどのものではありませんけれども、とにかく粘り強く

これまで以上に強い口調でアピールしてまいらなければならないのではないかなとこの

ように思っています。そんなことでありますけれども、横断歩道の設置基準というもの

がございまして、これがいろいろあるわけです。先ほど申し上げたとおり、歩行者の滞

留スペース、何人かそこに立ってもあふれないようなスペースがなければ駄目ですよと

か、いろいろあるんです。それをクリアしないとということでありますけれども、ご指

摘の奥田の横断歩道が互い違いになっている場所については、確かに滞留箇所というん

ですかそういったものが確保が難しいようなことで、横断歩道の設置がいまだにできて

いないというようにも聞いております。それから縁石の関係、縁石がないところに横断

歩道は駄目だというんですか設置しないというそういう話もありまして、縁石というの

は歩道と車道の区切りがないところ、そういうのは駄目なんだそうであります。そんな

こともあって、いろいろ条件があるようであります。一つ一つ説明するとえらく長くな

りますので、そういった条件がそろわなくて私どもは最重点箇所だと認識はしているも

のの、公安委員会に行くとそうでもないみたいな話もされて今まで進んでこなかったと

いうことを先ほども申し上げました。そういうことでありますので、今後はさらにもっ

と強い口調といいますか態度で要望活動を続けてまいりたいとこのように思っておりま

す。 
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議長（細川運一君） 佐野英俊君。 

２番（佐野英俊君） 村長答弁のとおり、設置基準はいろいろあるようで私も見たんですけれ

ども、一つ一つその対応策を講じなければ公安委員会では認めない。それも十二分に承

知したところでありますけれども、その辺を計画的に改善をして大衡駒場線の奥田西側

の新設が遅れるのであれば261号は道路管理土木事務所でありますので、仙台土木道路

管理側に設置要望、横断歩道設置に向けた設置要件クリアするための道路環境の改善を

まず計画的に進めないと、いかに強く要望しても要件を当然クリアしていかないと公安

委員会では許可にならないわけですので、ぜひ道路管理者側ともその辺十二分に詰めて

いただき、計画性を持った道路環境を改善していただき進めていただきたい。車両の増

加、この大衡駒場線新設路線の遅れている実態、この辺ぜひ道路管理者側とそれこそ力

を入れて村として県との駆け引きにその辺を使っていただいて進めてはどうでしょうか。 

議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 全くそういった手法を考えざるを得ないような状況に今なってきており

ますので、今佐野議員がおっしゃられましたことを参考にしながらぜひ、先ほども申し

上げたようにこれまで以上の強い、力強い要望をしてまいりたいとこのように思ってい

るところであります。それから今の仙台土木等々の関係でありますけれども、もちろん

そういったことで仙台土木事務所のご協力もいただきながら当然やっていかなければな

らない。今議員のおっしゃったこと、大変参考になりましたのでよろしくお願い申し上

げます。 

議長（細川運一君） 佐野英俊君。 

２番（佐野英俊君） ひとつよろしくお願いいたします。 

    先ほども申し上げました大衡村通学路交通安全プログラムの策定、この目的にもうた

っておりますけれども、令和３年６月に千葉県の八街市で児童の列にトラックが突っ込

み多数の児童が死傷する事故が発生し、この事故を契機に全国的に一段と力を入れ児童

生徒の安全確保が図られている今日であります。くどいようですけれども、重大事故が

発生してからでは手遅れであります。いずれにしましても、横断歩道の設置については

何度となく答弁いただきましたけれども、公安委員会のそういう厳しい条件、基準はあ

りますが村としていろいろな角度から総合的に検討していただき、先ほどの道路管理者、

仙台土木、あるいは公安委員会を動かすような村としての進め方をぜひお願いしたいと

思います。重複いたしますが、答弁を求めて質問を終わります。 
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議長（細川運一君） 村長。 

村長（萩原達雄君） 先ほども申したとおりでありまして、佐野議員のおっしゃる要旨を十分

にしんしゃくしながら県の関係機関、あるいは公安委員会、大和警察署、そういった関

係機関と連携をしながらぜひその横断歩道等々の改良改善、そういったものを設置、そ

ういったことを実現できるように今後も努力をしてまいりたいとこのように思っており

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

議長（細川運一君） これで一般質問を終わります。 

    以上で本日の議事日程は全て終了をいたしました。 

    本日はこれで散会をいたします。 

午後２時５５分 散 会 

 


